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宇宙船地球号 とエネルギー

新エネルギー総合開発騰 理事長 松 岡 實

、

ノ

)

最近国連人口活動基金が発表 した 「1987年世 界人口白書」 による と,世 界の人口

増加は急 ピッチで進 んでお り,今 年の7月11日 には世界の人 口は50億 人を突破す る

とい う。宇宙船地球号 は今や港 を離れ,宇 宙の大海原 を突 き進んでい る。人 口 ・食

糧 ・環境 ・資源 ・エネルギー などの大問題 がいずれ も未解決の まま地球号は航海 を

続けている。

文明の進歩はエネルギーの消費を飛躍的に増大 させて きた。石炭 ・石油 ・天然ガ

スなどの化石 資源は,今 日の重要 なエネルギー源である。 しか し,人 口の急増 に も

かかわらず,今 までのよ うに快適 な生活を追 ってむやみ に有限の化石エネルギー資

源 を大量消費する傾 向を続けていては,地 球号 は沈没す るか も知れ ない。

人口 ・エネルギー ・環境など調和の とれた社会の建設 に向か う時期が きている。

エネル ギー問題 について,遠 い将来の理想 としてはエネルギー源の総て をクリー ン

で無限 な太陽エネルギーで まか なうことで あろ う。太陽熱や光のほか,水 力・風力 ・

波力あるいはバ イオマスなど総て太陽エネルギーである。40分 間に地球 にふ りそそ

ぐ太陽エネル ギーは,現 在人類が一年間に消費す るエネルギーの総量に匹敵する と

いわれている。た とえその完全 な達成は遠 い将来だ として も,太 陽エネルギーのよ

りよい利用技術開発につ いて,今 か ら絶ゆまざる着実 な努 力を続けることは,愛 す

る子孫 に対す る我 々の責務であろう。

理想は理想 として当面の土ネルギー問題 をどうす るか。当分の間はその大部分 を

化石エネルギーや核エネルギー に頼 ってい くしかあるまい。化石資源は有限だ とし

て も人間の叡智には限 りがない。エ ネルギーの効率 的な利用,環 境対策,よ り安全

な原子力の利用技術な ど叡智 を最大限 に働かせ,来 たるべ き次世代の人々が明 るい

希望 を持 って地球号の航海 を続 けていけるよ う引継いでいかなければな らない。今

こそ世界の人々が子孫のため,愛 と知 をもって協 力していかねばな らない時が きて

いる。(ま つおか みのる)
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はじめに

環境庁の坂倉でございます。国連の環境特

別委の話を中心に国際的にどんな問題が注 目

されているか とい うようなことをお話 したい

と思います。

お話 しようと思 う内容は,国 連環境特別委

員会の話ですが,そ れを中心に国際的にどう

いうこ とが問題 になってお り,それに対 して,

日本 として どう対応すべ きか とか,ど ういう

ふ うに対応ができるかといったこと,も う一

つは,環 境問題 における日本の位置づ けにつ

きまして,お 話できたらと思ってお ります。

●

●
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1.国 連環境特別委員会設立の経緯 と任務

1.1経 緯

国連 環 境特 別委 員会 の正 式名称 は 《World

CommissiononEnvironmentand

Development",和 訳 で は 環 境 特 別 委 員 会 と

い う言 葉 を使 っ て は い ま す が,英 文 の 持 つ 意

味 は,環 境 だ け で な くて,Development,開

発 とい う もの も含 め た委 員 会 とい う こ とに な

っ て お りま して,そ の 最 終 の 東 京 会 合 が 今 年

2月 下 旬 に行 な われ た とい うこ とで あ ります 。

こ の 委 員 会 は 昭 和59年5月 に発 足 い た し ま

した が,そ の背 景 に は熱 帯 林 の 減 少,砂 漠 化

の 進 行,酸 性 雨,二 酸 化 炭 素 に よ る 温 度 上 昇,

フ レオ ン等 に よ る オ ゾ ン層 の 破 壊 一 フ レ オ ン

が オ ゾ ン層 を破 壊 して 皮 膚 が ん の 原 因 に な る

とい う こ とで,ア メ リカ が 非 常 に 気 に して い

る こ とで す が 一 こ ん な 問 題 が 地 球 的 規 模 で 出

て きて い る と い うこ とが あ り ま した 。 わ が 国

は い わ ゆ る環 境 保 全 の 先 進 国 一 わ が 国 の環 境

保 全 の 対 策,技 術 は世 界 で も最 も進 ん で い る

と考 え て 良 い と思 うの で す が 一 と い た し ま し

て,ま た,世 界経 済 の 一 割 国 家 だ とい う こ と

もあ り,世 界 的 な環 境 問 題 に貢 献 す る の は わ

が 国 の 役 割 で あ る とい う認 識 の 下 に,若 干 遡

ります が,昭 和55年 に 当 時 の鯨 岡 兵 輔 環 境 庁

長 官 が,鈴 木 首 相 か ら指 示 を受 け て,勉 強 会

を始 め ま した 。 こ の 勉 強 会 は 「地 球 的 規模 の

環 境 問 題 懇 談 会 」 と名 づ け られ,地 球 懇 と環

境 庁 内 部 で は 通 称 され て お り ます が,座 長 に

大 来 佐 武 郎 さ ん が な られ,加 藤 一 郎 さん とか

近 藤 次 郎 さん とか,必 ず し も環 境 の 専 門 家 だ

け に限 らず 日本 の 有 識 者 を集 め て,地 球 的 規

模 の 環 境 問 題 を 考 え よ う とい う勉 強 会 が ス タ

ー トし ま し た
。

U.N.EnvironmentProgramme,国 連 環

境 計 画 とい う環 境 問 題 に 関 す る 国 連 の 組 織 が

あ りま して,ナ イ ロ ビ に本 拠 が あ り ます 。 環

境 問 題 を扱 う国 連 の 一 つ のDivisionな の で

す が,こ の 管 理 理 事 会 特 別 会 合 がUNEP創

立10周 年 を 記 念 して,昭 和57年 にナ イ ロ ビ で

開 か れ ま した 。 そ の理 事 会 で,当 時 の 原 環 境

庁 長 官 が,地 球 懇 の提 言 を踏 ま え ま して,国

連 環 境 特 別 委 員 会 の 設 立 を提 案 し た わ け で

す 。57年 に は 承 認 され ませ ん で した が,翌58

年5月 の管 理 理 事 会 で 承 認 され て,そ の 年 の

秋 の 国 連 総 会 で 認 め られ,こ れ に も とづ き翌

59年5月 に ス ター トし た とい うわ け で す 。

1.2任 務

こ の環 境 特 別 委 の 役 割 を要 約 して 示 す と,

次 の 通 りで す 。

① 持 続 的 な 開 発,"tsustainabledevelop-

ment",こ れ が 大 き な特 色 で あ り ます 。要 す

る に,環 境 へ の 配 慮 を し な い と開 発 が 息 切

れ して しま う,つ ま り,持 続 的 な 開 発 が 可 能

とな る よ うな長 期 的 な環 境 保 全 戦 略 の提 案 。

② そ れ を実 行 す る上 で 必 要 な 国 際 協 力 の あ

り方 の 提 案 。

③ 環 境 を単 独 で 考 え るの で な く,人 口,資

源,環 境,開 発 の 相 互 関 係 をふ ま え た 国 際

的 な 目標 の提 案 。

1.3運 営

特 別 委 員 会 の メ ン バ ー に は,共 産 圏 も入 る

し,先 進 国 も発 展 途 上 国 も入 る,東 西 南 北 と

い う こ とで,あ る程 度 地 域 バ ラ ン ス に 配 慮 し

て 世 界 各国 の22名 の 有 識 者 か ら構 成 さ れ て お

り,委 貝 長 に は ノル ウ ェー の 現 首 相 ブ ル ン ト

ラ ン ト女 史,副 委 貝長 に は ス ー ダ ン の 元 外 相
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カ ー リ ド氏 が就 任 し,日 本 か らは 大 来 佐 武 郎

さん が 代 表 と して 参 加 して い ます 。 事 務 局 は

ジ ュ ネー ヴ に 置 か れ,費 用 は,各 国 の 任 意 拠

出 金 で 賄 わ れ ま した。UNEPの 仕 事 で あ り

ます が,一 応独 立 した 形 で パ リに事 務 局 を置

い て,そ こ で運 営 をす る と い う形 で,約600万

ドル 近 くを 集 め ま した が,日 本 は,そ の う ち

200万 ドル 近 く,3分 の1ぐ らい を 出 し,最 大

の 拠 出 国 とな っ て い ます 。59年10月 に 第1回

の 会 合 を ジ ュ ネ ー ブ で 開 き,そ れ 以 降,世 界

各 国 で 定 例 の8回 の 会 合,2回 の 臨 時 の 会 合

を 開 い たの で す けれ ど も,正 式 の 第8回 の 会

合 が 本 年2月 東 京 で 開 か れ た,と い う次 第 で

あ ります 。

2.「 東 京 宣 言 」 が 最 終 報 告 書 の エ キ ス

東 京 会 合 の 終 了 後,東 京 宣 言 が 発 表 さ れ ま

した(付 録1参 照)。 こ れ が 委 員 会 の 検 討 の エ

キ スで す 。 本 報 告 書 は4～5百 頁 に わ た る膨

大 な もの で,本 来 な ら東 京 会 合 の 直 後 に 発 表

され るべ き もの で す が,印 刷 が 間 に 合 わ な か

った の で,「 東 京 宣 言 」と い う形 で エ キ ス だ け

を発 表 し,正 式 な報 告 書 は4月27日(月)ロ

ン ドン で 発 表 され る こ と に な っ て お り ます 。

その 発 表 に 際 して は,世 界 各 国 か ら次 世 代

を担 う若 者 を集 め る と い うこ とで,日 本 か ら

は2人 呼 ば れ て お り ます 。8回 の 各 会 合 の 時

に シ ン ポ ジュ ー ム を開 い て,多 くの 人 の 意 見

を聞 い た の で す け れ ど も,意 見 を述 べ た 若 い

人 を約10数 名 です が,ロ ン ドン に呼 び ま して,

4月27日,そ うい う 人 た ち に 報 告 書 を渡 す,

そ うい うセ レ モ ニ ー が 行 わ れ る こ とに な っ て

お りま す 。 東 京 宣 言 に は,「国 連 環 境 特 別 委 貝

会 は,世 界 の す べ て の 国 々 に 対 し,互 い に協

調 し合い,ま た個々の努力を通 じて,持 続的

開発を各国政府機関の諸目標に組み入れると

ともに,以 下の原則 を政策行動の指針 として

採用することを求める」ということがありまし

て,12章 で構成される報告書全体の内容 を8

項目に整理 してそのエキスを示 しております。

以下にその8項 目の骨子をお話 しましょう。

① 成長の回復

貧困は,勿 論発展途上国の発展を妨げるの

ですが,そ れは先進国も含めた世界全体の持

続的開発を脅す ものである,こ うい う認識 に

立ってお ります。 とくに発展途上国において

は環境の資源基盤 を強化 しつつ,経 済成長 を

促す必要があり,債 務危機の解決のため先進

国の資金面の協力が不可欠であ ります。発展

途上国の債務累積は非常に大 きな問題で,こ

ういうことが,ひ いては発展途上国の貧困を

加速 している。これをなんとかしなくてはい

けない。 こういう問題点がひとつあります。

② 成長の質の変換

成長を回復することは重要ですが,そ れは

持続可能性,公 平性,社 会的正義,安 全性等

を社会的目標 として基盤に据えた ものでなけ

ればな りません。成長を回復するということ

なのですが,そ れにはいろんな前提があ りま

すよ,と いうことです。「所得の配分 を改善 し,

自然災害や技術的 リスクに対する脆弱性 を低

減 し,保 健衛生の状況を改良し,文 化遺産 を

保護することは,全 ての成長の質の向上に寄

与するものである。」こんなことを言ってお り

ます。

③ 資源基盤の保全 と強化

成長の持続 を可能にするには,空 気,水,

森林,土 壌などの環境資源 を保全 し,遺 伝子

の多様性を維持 し,エ ネルギー,水,原 料 を

4
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効率的に使用することが必要で,天 然資源の

1人 当りの消費量を減 らすために生産効率の

改善を加速し,環 境 を汚染 しない製品や技術

への転換 を図る必要があります。

④ 持続可能な人口水準の実現

ちょっと分か りに くくなってお りますが,

あまり人口を増や してはいけないということ

で,家 族計画を推進 しなければならないとい

っております。

⑤ 技術の方向転換 とリスク管理

技術改良の方法が環境を充分配慮 したもの

になるように変えていかなければいけない と

いうことをいってお ります。

⑥ 政策決定での環境への配慮

経済,通 商,エ ネルギー,農 業などの側面

と同時に,政 策の環境的側面を考慮 しなけれ

ばいけない,こ ういってお ります。

⑦ 国際経済関係の改善

環境上の緊急課題によりよく調和した通商,

資本,技 術の流れを生みだすような広範にわ

たる政策が必要である,と してお ります。

⑧ 国際協力の強化

国際開発の全分野にわたって,環境の監視,

評価,研 究開発,資 源管理 を優先 させ,国 際

的な協力で実施 していかなければいけない,

といってお ります。

今回の特別委貝会での議論の大 きなポイン

トは,開 発か環境保全か というような二者択

一を迫る形で とらえない ということでありま

す。さらに,人 口,食 糧,エ ネルギー,資 源,

技術など経済社会 を構成するあらゆる要因の

一部 として環境をみる。そうい う点に重点が

おかれています。

この報告書は今後どういう扱いになるか と

いいますと,4月 に発表されたあと,6月 に

ナ イ ロ ビで 開 か れ るUNEPの 管 理 理 事 会 に

提 出 さ れ ます 。 こ の 環 境 特 別 委 員 会 は,22人

の 委 員 が 賢 人 と して もの を言 う とい う形 で,

政 府 の 意 見 で は あ りませ ん の で,一 応 報 告 書

が で きた あ と,管 理 理 事 会 で は,各 国 の 政 府

が メ ンバ ー に な って い ます か ら,各 国 の 意 見

を踏 ま えたUNEPの 見解 を付 し,秋 に開 か

れ る 国連 総 会 へ 送 られ ます 。 そ の あ と ど うな

る か と言 う と,国 連 総 会 で な ん らか の 決 議 が

行 わ れ る と,そ れ に基 づ き,各 国 政 府 が ア ク

シ ョ ン を取 る,と い うこ と に な り ます 。 さ ら

に,国 連 決 議 をべ 一 ス と してOECDの 環 境

委 員 会 や 開 発 援 助 委 員 会 の よ うな マ ル チ 機 関

を活 用 して,し か るべ き対 応 を検 討 す る こ と

に な り ま し ょ う。

付 録2の 「エ ネル ギ ー:開 発 と環 境 の た め

の 選 択 」,こ れ は 東 京 会 議 のExecutive

Summaryの 「エ ネ ル ギ ー 」の 部 分 を抜 葦 した

もの で す 。 こ の 会 議 で 一 つ の トピ ッ クス と し

て 原 子 力 の 問題 が と りあ げ ら れ ま した。「原 子

力 は 危 険 だ か ら,長 期 的 に は 原 子 力 に頼 るべ

きで は な い 。」と い う強 い 意 見 が あ りま した 。

野 党 の 出 身 で,緑 の 党 で は な い が,そ れ に 近

い 色 彩 の あ る西 独 の 委 員 が ア ン チ 原 子 力 で,

そ の 人 が こ の よ うに 強 く主 張 し ま した。ま た,

一 部 発 展 途 上 国 で もア ン チ 原 子 力 の 意 見 が あ

り ま し て,「 原 子 力 は 安 全 なrenewable

energyが 開 発 され る ま で の 過 渡 的 な エ ネ ル

ギ ー だ。」そ の よ うに位 置 づ け る,と い う意 見

が あ り ま した 。そ れ に対 して 日本,ア メ リカ,

ソ連 等 原 子 力 に か な り頼 っ て い る 国 は,そ う

い うこ とで 答 申 を出 され た ら,非 常 に 困 るの

だ と,さ ん ざん 抵 抗 し ま して,相 当 もめ た わ

け で す 。 結 局,「40年 近 くに わ た りこ れ まで 行

わ れ て きた 技 術 開 発 の た め の 多大 な努 力 の 結

5



■

1

果,原 子 力エ ネ ル ギー は 広 範 に利 用 され る に

至 っ て い る。 しか し,同 時 に原 子 力 エ ネル ギ

ー の コ ス ト,リ ス ク及 び便 益 が よ り明 確 に な

り,激 し い論 争 が 起 きて い る。 原 子 力 エ ネ ル

ギ ー の 利 用 に つ い て の 各 国 の 立 場 は 異 な っ て

い る。」 要 す る に,「 異 な っ て い る 」 とい う こ

とで,一 応 妥 協 した の で す 。 原 子 力 に は3つ

の 立 場 が あ る。1つ は,原 子 力 を推 進 して い

る 日本 み た い な 立 場,も う1つ は,原 子 力 は

や め るべ きだ と い う立場,そ して も う1つ は,

原 子 力 に対 して 中立 的 な立 場 で す 。 国 々 の事

情 に よ っ て,3つ の 立場 が あ る わ けで す が,

一 応 こ こ で は 最 終 的 の 妥 協 と して
,一 部 の 委

員 は,過 渡 的 なエ ネ ル ギー だ とい うこ とで,

長 期 的 に は 駄 目 だ とい うこ とで,決 め つ け よ

う と言 っ た の で す け れ ど,日 本 を始 め とす る

原 子 力 を推 進 せ ざ る を得 な い とい う国 の 意 見

で,そ れ は 一 応 押 えつ け ま して,現 状 は,3

つ の 立 場 が あ る,と い う こ とで,こ の 見 解 及

び 立 場 の 相 違 を反 映 した もの と な って い ます 。

た だ,原 子 力 発電 は こ れ に よ り生 ず る未 解

決 の 問題 に 関 す る確 固 た る 解 決 策 が 見 い 出 さ

れ な い 限 り正 当化 し得 な い とい う点 に つ き ま

して は 意 見 の 一 致 をみ て お ります 。

こ れ は 要 す る に 原 子 力 で,例 え ば廃 棄 物 の

問 題 だ とか,あ るい は古 い 炉 の 処 理 の 問 題 だ

とか,事 故 が 起 きた 時 に ど うす る の か と い っ

た,い ろ ん な 問 題 が あ る こ とは あ る。従 っ て,

そ うい う問 題 を 今 後 技 術 的 に き ち ん と片 付 け

な くて は な らな い,そ れ だ け は 皆 の 意 見が 一

致 した わ け で す。 先 程 申 し ま した よ う に,こ

の 会 合 の 意 見 は 有 識 者 の 意 見 とい う こ とで し

て,日 本 政 府 と して ど う コ メ ン トす るか は,

こ の6月 のUNEPの 管 理 理 事 会 の 場 に 委

ね られ る わ け で す 。

3.国 際協力で今後取 り組むべき問題

以上のように,東 京会議での論議は非常に

巾広いものでありましたが,そ の中から環境

問題 として今後われわれが国際協力の形で取

組んで いかなければならない点 を整理す る

と,以 下のようにな ります。

3.1モ ニ タ リン グ の 組 織 化 ・体 系 化

地 球 環 境 の 保 全 の た め に は,環 境 の実 態 及

び 変 化 を正 確 に把 握 し,そ の 影 響 を評 価 す る

こ とが 基 本 で あ り ます 。 要 す る に環 境 の 現 状

が ど うな って い るか とい う こ とを ひ と まず つ

か ま な くて は い け な い よ,と い うこ とで あ り

ます 。

どん な 地 球 的 規模 の 問題 が あ る か と い い ま

す と,ま ず,二 酸 化 炭 素 の 濃 度 の 増 大 が あ り

ま す 。 何 故 問 題 か とい い ます と,炭 酸 ガ ス が

あ る程 度 大 気 中 に蓄 積 さ れ ます と,太 陽 か ら

地 球 に 入 っ て くる エ ネ ル ギ ー は 通 過 し ま す

が,地 表 か ら輻 射 す る エ ネ ル ギー の 逃 散 を妨

げ て し ま う とい う こ とで 温 室 効 果 が 作 用 す る

とい わ れ て お ります 。 そ の 結 果 と して,ジ ワ

ジ ワ と地 球 の 気 温 が 上 昇 して い ます 。 現 在,

世 界 に あ る14カ 所 の 測 定 地 点 の 一 つ に,ハ ワ

イ の マ オナ ロア と い う観 測 点 が あ ります 。 そ

こ の デ ー タ に よ りま す と,炭 酸 ガ スの 濃 度 は

1958年 に は315ppmだ った の が最 近 は350ppmく"ら

い,約1割 炭 酸 ガ スの 濃 度 が あ が っ て い ます 。

炭 酸 ガ ス濃 度 の 上 昇 に よ る温 室 効 果 に よ り,

どの く らい 温 度 が 上 が るか とい う と,一 説 に

よ ります と,あ と40～50年 後 に は,1～4.5度

C平 均 気 温 が 上 が る とい わ れ ます 。そ の 結 果,

両 極 の 氷 が 溶 け る し,水 温 が 上 昇 す れ ば 水 は
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膨 脹 し ます 。その 両 方 の 効 果 で 海 面 が20～140

セ ン チ メー トル ぐら い上 が る。 そ うす る と,

陸 の相 当 部 分 が 水 没 して し ま う恐 れ が あ る と

い わ れ て お り ます 。 こ うい う こ とで,大 気 中

の 炭 酸 ガ ス濃 度 と気 温 と を き ち ん と調 べ て お

く必 要 が あ る。 と い うの が 第1点 で す 。

次 は フ レ オ ン ガ ス で す 。 これ が 環 境 中 に放

出 さ れ ます と,分 解 さ れ ず に上 が って い っ て

成 層 圏 に 達 し ます 。 フ レ オ ン ガ ス中 に は塩 素

を 含 ん で い ま す の で,成 層 圏 で こ の塩 素 が オ

ゾ ン と反 応 す る,こ うい う形 で オ ゾ ン層 が 破

壊 され る とい わ れ て お ります 。

地 上30～40キ ロ メー トル の あ る 一 定 の とこ

ろ だ け の オ ゾ ン層 が 破 壊 され る。 これ が ど う

い う結 果 を生 む か とい い ます と,オ ゾ ン層 は

太 陽 光 線 の 中 の 紫 外 線 を吸 収 す る と い わ れ て

お り ま して,オ ゾ ン が な くな り ます と,紫 外

線 の 吸 収 が 減 り,そ の 結 果 皮 膚 ガ ン に な る 。

ま た,先 ほ どの 炭 酸 ガ ス 以 上 に 温 室 効 果 もあ

る とい わ れ て お りま す 。 それ か ら生 物 的 影 響

とい う こ とで,農 作 物 に 何 か 影 響 を与 え る こ

とが あ りま す し,ま た,ゴ ム だ とか プ ラ ス チ

ッ クだ とか そ う い う素 材 を変 質 させ る こ とが

あ る とい わ れ て お り ます 。 こ うい うこ とで フ

レオ ン ガ ス も環 境 上 悪 い 影 響 が あ る と考 え ら

れ て お り ます 。

フ レ オ ン ガ スの 環 境 影 響 につ い て は,数 年

前 か ら議 論 が で て い ま し たが,1985年 に ウ ィ

ー ン条 約 が で き ま して
,フ レオ ン を な るべ く

使 は な い よ う に しま し ょ う,と い う基 本 原 則

が 合 意 され て お りま す 。 この 条約 に も とつ く

具 体 的 な規 制 方 法 は議 定 書 の 形 で ま とめ られ

ます が,こ れ に関 す る会 議 は既 に2～3回 開

か れ て お り,今 秋 まで に最 終 案 を作 ろ う と い

う こ とに な って お り ます が,わ が 国 もい ろ い

う な 意 見 を述 べ て お ります 。 フ レ オ ン に は い

ろ い ろ な種 類 が あ り ます 。 そ の 一 つ は,エ ア

ゾ ー ル と い っ て ヘ ア ス プ レ ー に 使 う も の で

す 。 次 は,冷 蔵 庫 とか エ ア コ ン に冷 媒 と して

使 わ れ て い ます 。 そ れ か ら半 導体 や ビ デ オの

ヘ ッ ドとい った 機 械 部 品 の 洗 浄 に使 は れ て い

る もの(フ レ オ ン113)が あ り ます 。 さ ら に,

発 泡 剤 をふ くら ま す た め に使 用 す る もの もあ

り,大 き く分 け て これ ら4種 類 の 用 途 が あ り

ます 。 環 境 影 響 で最 初 に 問題 に な っ た の は,

エ ア ゾー ル とか,冷 凍 機 の 冷 媒 で した 。 こ れ

ら につ い て は,生 産 を あ ま り増 や さ な い こ と

に し よ う とい うこ とで 日本 も合 意 して お りま

す 。 しか し,機 械 部 品 を洗 った りす る溶 剤 と

い わ れ る もの で す が,本 当 に 規 制 す べ きか ど

うか,ま だ デ ー タ不 足 で は な いか 。 そ れ か ら

因 果 関 係 が ま だ は っ き り しな いで は な い か,

と い う こ と で 日本 は 態 度 を保 留 して お り ま

す 。

一 方
,ア メ リカ は 紫 外 線 に あ た る とガ ン に

な る とい う こ とを 非 常 に気 に し て い ま して,

フ レ オ ンの 害 を抑 制 す る2つ の 法 案 を,目 下,

上 院 に提 出 し て い ます 。 こ の 法 律 案 に よ る と

フ レ オ ン 自身 の他 に,フ レ オ ン を使 用 して い

る もの も,フ レ オ ン を使 用 して 作 る もの も輸

入 制 限 をす る との こ とで,対 日輸 入 制 限 法 案

的 に使 わ れ る恐 れ が あ る とい うこ と も あ っ て

日本 政 府 は 非 常 に 気 に して お りま す 。 ア メ リ

カ は,先 程 の ウ ィー ン条 約 と それ に 基 づ く議

定 書 で,国 際 約 束 に 基 づ い て,4種 類 の 用 途

に使 わ れ る フ レ オ ン全 体 の 量 を ま ず 凍 結 し,

それ か ら徐 々 に減 ら して い こ う とい う立 場 を

とっ て お りま す 。

そ の 次 に,熱 帯 林 の 破 壊 だ とか,砂 漠 化 の

進 行,酸 性 雨 に よ る森 林 や 湖 沼 の被 害 や 野 生
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生 物 の種 の 減 少,化 学 物 質 の 蓄 積 ・拡 散 等 の

問 題,こ れ ら も同 じよ う な問 題 で す 。 熱 帯 林

の 破 壊 と い うの は,発 展 途 上 国 が 貧 乏 な ため

に森 林 を焼 い て そ れ を畑 に す る焼 畑農 業 等 で

もっ て,作 物 を作 るの で す が,そ の ま ま放 置

をす るか ら,ど ん ど ん熱 帯林 が 減 っ て い く と

い うの で す 。 また,ラ ワ ン な ど の よ うな南 洋

の材 木 を切 っ て きて 日本 で 使 う。 そ の ため 熱

帯 林 が 減 っ て し ま うの だ とい わ れ ま した 。 熱

帯 林 の破 壊 は年 間11万 平 方 キ ロ メ ー トル とい

わ れ て お り,わ が 国 の 本 州 の 半 分 ぐら いの 面

積 が 毎 年 減 っ て い る とい わ れ て お ります 。 砂

漠 化 の 進 行 は,日 本 とあ ま り関係 な い か も知

れ ませ ん が,森 林 や 草 原 に放 牧 す る時,あ ま

り余 計 に家 蓄 を放 牧 し ます と,草 の 根 っ こ ま

で 食 わ れ て し ま う とい う よ うな こ とが あ り,

ど ん ど ん 砂 漠 が 広 が っ て い く と い う こ とで

す 。 これ も年 間 約6万 平 方 キ ロ メー トル の割

合 で 広 が っ て い く とい わ れ て い ます 。

そ れ か ら酸 性 雨 問 題 が あ りま す 。NOXと

SOXに つ い て は,日 本 で は 非 常 に 厳 しい規

制 が 行 われ て お ります が,ア メ リカ も ヨー ロ

ッパ も そ れ ほ ど厳 しい規 制 を行 な って い ませ

ん 。 その た め に 風 に乗 っ て,SOX,NOX

が 北 の ほ うに 上 が っ て い くの で す 。 これ が 原

因 で ヨー ロ ッパ の 場 合 に は,ド イ ツ の 北 部 か

ら,北 欧 あ た りに か け て,酸 性 雨 と い っ て,

非 常 に 酸 性 度 の 高 い雨 が 降 りま して,森 林 が

枯 れ て しま っ た り,湖 の 魚 が 死 ん で し ま っ た

り,そ ん な 現 象 が 起 こ って い ます 。そ れ か ら,

カ ナ ダで す が,ア メ リカ で はSOX,NOX

の 規 制 が 緩 い もの で す か ら,カ ナ ダの 北 部,

トロ ン トだ とか,モ ン ト リオー ル だ とか,東

の端 の ほ うの カ ナ ダ に酸 性 雨 が 降 って,同 じ

よ う な問 題 が 起 こ っ て い ます 。

こ うい う問題 につ い て,現 状 把 握 が 充 分 で

な い の で,モ ニ タ リン グ と い い ます か,現 状

の調 査 とい い ます か,そ う い うこ と を き ち ん

とや らね ば い け な い とい うの が ま ず 第1点 で

す 。

3.2科 学的な調査 ・研究の推進

先ほどのモニタリングだけでな く,そ のプ

ロセス,例 えば,オ ゾンの問題であれば,フ

レオンが どうオゾンと反応するか,オ ゾンが

減 ると紫外線がどの位増 えるか,紫 外線が増

えるとガンが増えるのか,そ ういうことをき

ちん と研究しなければな りません。従って,

現実のモニタリングと同様に,変 化の原因や

影響 について徹底 した調査研究を行なうこと

が,ま ず基本です。 こういうことは民間企業

がやるというわけにいかないので,国 が金 を

出して,国 際的に協力しながらしっか りや ら

ねばなりません。このような研究は,原 因,

結果の追求に とどまらず,環 境保全に果 した

技術の役割が大 きいとい う点にかんがみ,そ

うい う技術の開発を一層進める研究も必要で

す。

それから,あ る国で確立 している技術を他

の国がまだ保有 してない というケースが多 く

現われてお ります。当然商業べ一スになるこ

ともあり得 ますが,技 術移転 をスムーズに行

う必要があ ります。わが国で確立した技術の

うちには,世 界各国で持 っていない技術が相

当あります。こういう技術を移転するという

ことがわが国の責務だと思います。

3.3地 域的なレベルでの協力の推進

環境問題は地球 レベルで考える必要がある

といいましたが,地 域的なレベルでもある程
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度協力が必要なことがあります。炭酸ガスは

全世界の問題ですし,オ ゾンも同様ですが,

もうすこし小さ く限って,あ る程度 ローカル

な話 もあ りえます。先ほど申しました酸性雨,

海洋汚染,国 際河川の汚染一これは例のライ

ン川の話などが含まれ ますが一,有 害廃棄物

の越境移動,熱 帯林の破壊,野 生生物の絶滅,

砂漠化の進行のように,全 世界以前に,地 域

レベルでの対応をある程度考えることが必要

なこともありえます。

ということで,こ れは気候,風 土や環境問

題 を共有する地域 ごとに,関 係諸国が相互に

協力し,問 題の解決 と取 り組んでい くことが

より有効であ りましょう。 ということで,こ

れについては,対 象 とする問題を明確 にしつ

つ,地 域の関係諸国及び関係国際機関による

地域関係協力が必要 とな ります。

3.4開 発援助 と環境保全

開発途上国における環境の悪化が問題にな

ってきているといわれますが,そ れは産業開

発に伴って当然でて くる問題です。 日本の高

度成長期 と同じ話で,環=境 を無視 した開発が

進むことによる環境汚染,こ ういうことなの

です。経済協力をして産業開発や公共事業 を

進めるのですが,そ の さいに環境への配慮 を

しないと,結 果的に環境破壊 になるというわ

けです。っ まり,先 進国が開発途上国に対 し

て,環 境問題解決のために積極的な協力 とと

もに環境保全 を適切に組み込んだ開発援助 を

進めてい くことが必要であるということであ

ります。経済協力 というのは,要 請べ一スで

して,相 手国がいってこない と,こ ちらか ら

協力はできないわけですので,彼 等を説得 し

て,環 境問題についての要請を出させ ること

が必要です。

4.わ が国の環境協力の実績

環境に関する国際協力の必要性の高 まりの

中で,こ れまでのこの分野におけるわが国の

協力実績 を次にみてみましょう。

4.1多 国間協力

多国間協力の第1は,UNEPに 対する協

力ですが,日 本は昭和61年 度に400万 ドル拠出

してお ります。次に,サ ミッ トに基づ く環境

協力があります。昭和60年5月 のボンサ ミッ

ト以来,環 境問題が必ずサ ミッ ト宣言の一部

に取 りあげられてお ります。その一環 として,

環境測定の改善及び調和,要 するに何 らかの

形で共通のべ一スを持った測定ができるよう

にしたいということで,昭 和61年 より西独が

中心にな り,わ が国 も参加 してサ ミッ トが ら

みのプ ロシェクトが進め られてお ります。

また,OECDの 環境委員会に対する協力

もあります。この委貝会の下部機構として,

経済専門家,大 気管理政策,等 々のグループ

があり,日 本 もそれらの グループに参画 し,

情報交換に協力をしてお ります。ひとつ重要

なことは,5年 に一度環境大臣会合が開かれ

ますが,昭 和60年3月 の第3回 会合で,発 展

途上国への開発援助について環境に著 しい影

響 を及ぼす可能性のある場合 には,早 期の段

階で環境アセスメン トを行 うことを内容 とす

る 「開発援助プロジェクト及びプログラムに

ついての環境アセスメン トに関するOECD

理事会勧告」が採択 されているということで

す。

多国間にわたる環境問題については,「廃棄
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物その他の投棄による海洋汚染の防止に関す

る条約」(ダンピング条約)及 び 「1973年の船

舶による汚染の防止のための国際条約」(マル

ポール条約)が 締結 されています。そのほか,

渡 り鳥の保護のための「渡 り鳥保護条約」,「特

に水棲生物の生息地 として国際的に重要な湿

地に関する条約」(ラムサール条約)が あり,

最近特 に注 目されておりますのに 「絶滅の恐

れのある野生生物の種の国際取引に関する条

約」(ワシン トン条約)が あ ります。環境庁は

この条約 を守るための国内法を本年の国会で

成立 させ ようと努力 してお ります。

4.2二 国間協力

日米環境保護協力協定にもとづ き,昭 和50

年から協力が行なわれています。現在15の プ

ロジェク トをとりあげ,情 報交換,会 議の開

催,専 門家の交流などが行なわれています。

4.3開 発途上国との環境協力

発展途上国も環境問題に注 目し始めてお り

ますが,制 度は不充分だし,測定 もだめだ,と

いったようなことで,ど うしたらよいか分か

らない,わ が国に環境対策について教えて欲

しい という要望がかな り増えてお ります。そ

こで環境庁は国際協力事業団を通 じる等 して

環境技術協力を推進 してお ります。この うち,

開発調査 とか,専 門家派遣 という形で相手国

内で実施 した事業の案件数は,昭 和57年 で5

件,58年 が4件 に対 し,60年 が14件,61年 には

16件 と増えてお ります。具体的には以下の と

お りです。① トルコ共和国アンカラ市大気汚

染対策調査,② タイ王国環境研究研修センタ

ー指導専門家派遣,③ チ リ共和国サンチャゴ

市大気汚染対策専門家派遣,④ メキシコ合衆

国メキシコ市大気汚染対策調査,⑤ パラグァ

イ国パラグァイ湖環境保全対策調査,⑥ マレ

ーシア国環境技術訓練専門家派遣 ,等 々。

また,JICAべ 一スの研修生受入れもあ

ります。環境行政研修,水 質保全環境技術研

修,大 気保全環境技術保全研修等々があ り,

年間30人 ぐらい受け入れています。

5.わ が国の環境装置産業の現状

わが国の環境装置産業の現状及び環境技術

の水準 という点か ら環境装置産業 を見てみた

い と思います。

5.1生 産

表1に 環 境 装 置 の 生 産 実 績 を示 しま した 。

これ は産 業 機 械 工 業 会 の デ ー タで す が,昭 和

60年 度 の生 産 実 績 は6,528億 円 で,対 前 年 度 比

で 約10%伸 び て い ます 。 しか し,生 産 の ピー

ク は56年 度 で,6,779億 円 だ っ た の で す が,そ

の 後 下 降 をつ づ け,59年 度 が5,948億 円 で 底 を

つ い た 形 に な っ て い ます 。61年 の1～12月 の

受 注 も増 えて お ります の で,生 産 は 回 復 の 方

向 に 向 って い る とい え ま し ょ う。

次 に,需 要 先 別 で は,60年 度 民 需 は2,029億

円 で前 年 度 をや や 下 回 っ て い ます が,官 公 需

は4,243億 円 で,対 前 年 比16%増 と非 常 に 増 え

て い ます 。

装 置 別 に は(表1参 照),大 気 汚 染 防 止 装 置

は昭 和49年3,343億 円 を ピー クに,そ の 後 減 少

に 向 い,53年 度 に は1,000億 円 近 く まで 下 が っ

て し ま い ま した 。 しか し,55年 度 に 電 力,鉄

鋼 業 の 回復 で1,600億 円 台 に戻 りま した 。こ の

と こ ろ,電 力 向 けの 排 煙 脱 硫,排 煙 脱 硝 装 置

が堅 調 な の で,そ の 後 横 ば い に推 移 して い ま
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す。この表にはでていませんが,61年 度の受

注では重油脱硫装置と排煙脱硫装置が非常に

伸びているのが注目され ます。

水質汚濁防止装置は,環 境装置全体の生産

額の50%近 くを占めていますが,そ の最大の

ウェー トを持つのは下水処理装置です。この

下水処理装置がこのところ若干不調のため,

水質汚濁防止装置全体 として もかなり低調に

なっているわけです。

ゴミ処理装置では,都 市ゴ ミの処理装置が

中心になっていて,全 体の約4分 の1の ウェ

ー トを持っています。60年 度には都市 ゴミ処

理装置が大 きく伸びました。61年 度の受注で

もこの装置 と小型焼却装置が大巾に増えてい

つ

)

<表 一1>環=境 装 置 の 生 産 実 績

産業機械工業会調べ(単 位:百 万円)

生 産 実 績

機 種 名

55年 度

生 産 実 績

(192-173)

56年 度

生 産 実 績

(189-161)

57年 度

生 産 実 績

(191-175)

58年 度

生 産 実 績

(191-172)

59年 度

生 産 実 績

(185-172)

60年 度

生 産 実 績

(180-165)

A
大
気
汚
染
防
止
装
置

1.集 じ ん 装 置 61,822 61,634 47,499 45,842 57,318 51,687

2.重 油 脱 硫 装 置 9,759 3,908 2,451 6,656 2,767 534

3.排 煙 脱 硫 装 置 26,428 27,748 38,856 38,787 38,468 38,852

4.排 煙 脱 硝 装 置 22,770 33,215 11,515 20,523 22,953 22,663

5.排 ガ ス 処 理 装 置 23,110 19,566 26,800 15,555 27,135 22,248

6.高 層 煙 突 6,215 8,702 7,332 14,098 3,771 4,129

7.関 連 機 器 10,005 8,073 7,463 5,419 5,911 7,568

小 計 160,109 162,846 141,916 146,880 158,323 147,681

B

水
質
汚
濁
防
止

装
置

1.産 業 廃 水 処 理 装 置 68,140 51,345 54,219 50,777 69,691 72,645

廃油処理装置

2.下 水 汚 水 処 理 装 置 174,272 170,200 126,180 145,980 130,229 135,573

3.し 尿 処 理 装 置 58,134 68,589 52,092 49,257 34,266 33,050

4.汚 泥 処 理 装 置 32,764 43,744 44,423 44,768 44,007 49,149

5.海 洋 汚 染 防 止 装 置 4,203 5,412 7,252 4,265 4,002 2,633

6.関 連 機 器 14,619 30,614 38,815 42,825 33,637 29,408

小 計 352,132 369,904 322,981 337,872 315,832 322,458

C
ご
み

処
理

装
置

1.都 市 ご み 処 理 装 置 110,563 111,985 119,422 137,796 90,177 142,172

2.産 業 廃棄 物 処 理装 置 15,964 18,612 6,780 11,207 3,687 23,174

廃棄物焼却装置

廃棄物処理装置

3.小 型 焼 却 装 置 4,254 5,770 5,797 5,815 6,913 5,913

4.関 連 機 器 5,603 3,065 7,316 7,427 13,184 7,608

小 計 136,384 139,432 139,315 162,245 113,961 178,867

D

騒防
音止
振装
動置

1.騒 音 防 止 装 置 5,436 5,081 5,071 2,360 4,495 2,950

2.振 動 防 止 装 置 793 40 122 9 174 160

3.関 連 機 器 255 625 1,587 2,070 2,003 711

i小 計 6,484 5,746 6,780 4,439 6,672 3,821

合 計 655,109 677,928 610,992 651,436 594,788 652,827

一11一



ます 。

騒 音 ・振 動 防 止 装 置 は殆 ん ど需 要 が 一 巡 し

た とい う こ とで,現 状 は低 調 で す 。 とい うこ

と で,日 本 の 場 合,環 境 装 置 の 生 産 は 年 額

6,000億 円 とい うこ とで す か ら,そ れ程 大 きな

数 字 で は あ りませ ん が,か な りの 規 模 の 生 産

に は な っ て お り ます 。

先 程,大 気 汚 染 の 話 しに 関 連 して,日 本 は

脱 硫 脱 硝 技 術 が 非 常 に進 ん で い る と い い ま

し た が,そ の こ と を反 映 して,脱 硫,脱 硝 装

置 の 生 産 が 非 常 に 多 い し,そ れ か ら水 質 汚 濁

装 置 も産 業 排 水処 理 装 置 も 日本 で は 非 常 に進

ん で お ります 。 現 在,日 本 の 環 境 問題 で い く

つ か の 分 野 で 問 題 が 残 さ れ て い ま す が,そ の

一 つ は 自動 車 のNOXで す 。 自動 車 の ハ イ ド

ロ カ ー ボ ン とか,一 酸 化 炭 素 とか,SOXは

完 全 に コ ン トロー ル して し ま い ま し たが,N

OXと くにデ ィー ゼ ル エ ン ジ ン か らのNOX

問 題 は依 然 残 っ て お り ます 。

そ れ か ら,自 動 車 が らみ で は騒 音 が あ り ま

す 。 大 き な街 道 の 沿 道 で,特 に 問題 に な っ て

い るの で す が,あ る程 度 物 理 的 な 問 題 が あ っ

て,ど うに もな ら な い 点 が あ り ます 。

そ の 次 に,大 きな 問題 だ と言 わ れ て い る も

の に,閉 鎖 水 系 の 水 の 問 題 が あ ります 。 例 え

ば,霞 ガ 浦 とか 琵 琶 湖 と い っ た湖,そ れ か ら

内 海 と言 わ れ て お る大 阪 湾,伊 勢 湾,東 京 湾,

瀬 戸 内 海 もそ うで す が,こ れ は 両 方 と も閉 鎖

水 系 とい わ れ て い る の で す け れ ど も,こ この

水 の 汚 れ が ひ ど くな って い ます 。 そ の 原 因 で

す が,工 場 か らの 排 水 は,非 常 に きれ い に な

っ て き ま した の で,最 後 に残 って い る の が,

い わ ゆ る生 活 排 水 の 問 題 で す 。

生 活排 水 とは ど うい う もの か と言 い ます と,

要 す る に 家 庭 の 台 所 とか,風 呂 だ とか,洗 濯

だ とか,そ うい う とこ ろ か ら 出 て くる水 の こ

とで す 。 し尿 は 汲 み 取 りに す る か,あ る い は

浄 化 槽 を 入 れ るか,と い うこ とで,一 応 きれ

い に な っ た 。 た だ し,し 尿 は,浄 化 槽 に 入 れ

て も,浄 化 槽 の 管 理 が 十 分 で な い と,事 実 上 垂

れ 流 しに な る と い う こ とが あ り,不 完 全 な 浄

化 槽 か ら もや は り悪 い 水 が 出 て くる。 こ れ も

生 活 排 水 の 一 部 な の で す けれ ど も,こ うい う

もの が 閉 鎖 水 系 の 中 に 流 れ 込 む 。 な にが 問題

に な る か と言 い ま す と,こ うい う生 活 体 系 の

水 の 中 に は,リ ン,窒 素 が た くさん 入 っ て い

る と言 わ れ て い ま す 。 リン,窒 素 は,そ れ ぞ

れ 肥 料 の三 原 素 の一 つ に 当 た る もの で して,

これ が 多 く含 ま れ て い る とい う こ とは,栄 養

に 富 ん で い る とい う こ とで,排 水 中 に微 生 物

とか,藻 類 を繁 殖 させ る こ とに な り ます 。 ア

オ コ とか,赤 潮 とか い う現 象 は そ れ に 当 た り

ます 。そ れ か ら,生 活 排 水 と若 干 違 い ます が,

畑 や 水 田 に撒 い た 肥 料 の 一 部 が 閉 鎖 水 系 に 流

れ こむ とい う問 題 も あ っ て,日 本 で は 閉鎖 水

系 の 水 の 汚 染 が大 き な問 題 に な って い ます 。

とい う こ とで,産 業 が らみ の 害 に つ い て は,

十 分 押 え き っ て い ます 。 た だ,フ レオ ンだ け

は 話 が 別 で す 。 日本 で は,溶 剤 と して の 使 用

割 合 が 多 く,需 要 も伸 び て い ます 。 従 前 は,

トリ ク ロ ロエ チ レ ンの よ うな 有 毒 物 を使 用 し

て い た の を,有 毒 の ため,そ の 代 替 と して 安

全 な フ レ オ ン を使 うよ う指 導 が 行 な わ れ て,

切 替 えが 進 め られ て お り ます 。 そ こ切 替 え た

フ レオ ンが,3.1の とこ ろ で 述 べ た よ うに 問

題 が あ り,使 用 を規 制 す る とい う こ と に な る

と,も う一 度 前 の 危 険 な 溶 剤 に戻 ら ざ る を え

な い,と い う こ と に な りか ね な い の で,大 き

な 問 題 で す 。 エ ア ゾ ル の 形 で の使 用 は,本 質

的 な 用 途 で は な いの で,場 合 に よ って は,禁
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止 して,若 干 性 能 の 悪 い代 替 品 に変 え る と い

う こ と もあ りえ ま し ょ う。冷 媒 用 フ レ オ ン は,

大 型 冷 凍 機 の 場 合 は,冷 凍 機 をつ ぶ す 時 に は

フ レ オ ン を キ チ ン と 回収 して い る よ うで す 。

しか し,家 庭 用 の エ ア コ ン,冷 蔵 庫 の よ うな

小 型 機 の 場 合 に は,現 在 は,ス ク ラ ップ に し

て放 置 して い る の で,空 中 に 放 出 して し ま う

こ とに な り,問 題 が あ り ます 。 回収 す る とな

る と,回 収 コス トが 余 計 にか か るわ けで す が,

そ れ を新 品 の 販 売 価 格 に こめ て,フ レオ ン を

回収 す る必 要 が あ るか も知 れ な い とい わ れ て

い ま す 。

こ の よ うに色 々 な意 味 で,環 境 対 策 に つ い

て は,日 本 は進 ん で い ます が,問 題 は 残 っ て

い ま す 。 なお,表1の 中 に は,自 動 車 関 係 の

排 ガ ス の 浄 化 装 置 は 入 っ て い ませ ん 。 ご存 知

の よ う に,触 媒 式 の い わ ゆ る排 気 ガ ス 浄 化 装

置 が あ る一 方,エ ン ジ ン そ の もの に 色 々 な形

で組 み こ ん で い る もの が あ りま して,金 額 的

に分 け て と りだ す こ とが 不 可 能 な の で,こ の

表 に は こめ られ て お り ませ ん 。

5.2輸 出

産 業 機 械 工 業 会 の調 査 で は,昭 和55年 度 に

403億 円,56年 度 に358億 円,57年 度180億 円,

58年 度213億 円 と,あ る程 度 輸 出 は あ りま す

が,生 産 額 に 対 す る輸 出 比 率 は5%以 下 と な

っ て お り ます 。 輸 出 先 で は,東 南 ア ジ ア 及 び

ヨー ロ ッパ の2地 域 で約80%が 占め られ て い

ます 。 品 目別 に は排 煙 脱 硫 装 置 が74億 円 で最

も大 き く,次 い で 産 業 排 水 処 理 装 置 が56億 円,

そ の 次 が 集 塵 装 置 とい っ た具 合 で,こ れ ら上

位3品 目で 全体 の70%を 占め て い ます 。

日本 の輸 出 は,テ レ ビ に しろ,自 動 車 に し

ろ,い わ ゆ る貿 易 摩 擦 を起 こ し なが らフ ル 活

動 していますが,公 害関係の機器輸出は,今

みたように非常に少ない状況です。公害関係

機器は,世 界の他の国にないものを作ってい

るのですか ら,私 の考えでは,こ のような公

害防止機器の輸出を積極的に進めるよう努力

すべ きだ と思います。

なお,技 術輸出は,昭 和60年 度総数27件 あ

りました。機種別では,大 気汚染防止装置関

係が15件,次 いで水質汚濁防止装置関係が6

件,ゴ ミ処理関係4件,騒 音防止関係が2件

となっています。また,国 別では,韓 国が圧

倒的に多く,米 国,台 湾,西 独等々 といった

国が輸出先 となっています。

5.3技 術水準

わが国では産業公害対策が世界で最 も進ん

でいることを背景に,大 気汚染防止装置,産

業排水処理装置などの技術が世界をリー ドす

る水準にあ ります。ただ一つ技術的に大きな

問題があるのは,水 関係特に生活排水だと,

先程申しあげましたが,下 水汚染,し 尿汚泥

等いわゆる下水処理装置は非常に問題があり

ます。閉鎖水系の汚染問題 を解決す るには,

非常に大 きな下水のネッ トワークを作 らねば

なりません。下水のネ ットワー クを作るとい

うことは,下 水管 を敷設することで,こ れ も

大変ですが,そ れと併せて下水処理場 として

膨大な面積の土地 を必要 とします。現在の技

術による下水処理施設の建設のさいのネ ック

は,用 地取得にあるといわれています。 日本

の場合,地 価上昇 ということがあ り,処 理装

置を建設する土地の確保が非常に大変です。

この大変の中には,価 格的なことの他 に,住

民の反対 という要素 も含まれています。

わが国の下水道の普及率はまだ36%で すが,
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先進国の場合は殆んど90%以 上になっていま

す。 このように,下 水道の普及率が先進国に

比較 して圧倒的に低 いため,工 場からの排水

は厳 しく規制 されて,き れいになっているに

も拘 らず,家 庭からの洗濯水,台 所用水等の

リン,窒 素を多量に含む生活排水が閉鎖水系

に流入し,富 栄養化現象を起こし,赤 潮やあ

おこ等の発生 を促 してお ります。瀬戸内海,

東京湾,琵 琶湖,霞 が浦等は主 としてこうい

う現象で汚濁 されているわけです。汚染対策

を実施するためには,現 在の技術 による限 り,

広い土地 と非常に多量なエネルギーを必要 と

します。このネックを打破するために,も っ

とコンパ クトで,省 エネ化された下水処理 シ

ステムの開発が求められています。通産省は,

バイオ と高性能分離膜を使 った新 しい下水処

理システム,こ れをアクア ・ルネッサンス90

と呼んでお りますが,バ イオである程度微生

物を使 って,汚 濁物質 を分解 し,セ パレー ト

し易 くし,そ れを膜で漉 して しまう,と いう

コンパク トで省エネ化された下水処理 システ

ムを開発 してお ります。建設省でも同様にコ

ンパ クトなシステムの開発を進めています。

さらに,自 動車の排ガス浄化の問題があり

ます。これには単体 としての浄化装置以外に

エンジンの中に組みこまれる分があ ります。

統計はとってお りませんが,生 産,輸 出額 と

も非常に大 きく,炭 化水素 と一酸化炭素の除

去については,世 界で も極めて厳 しいわが国

の規制 をパスしているので,世 界最高の技術

水準にあるといえます。ただ,デ ィーゼル ・

エ ンジンのNOX問 題 はまだ残されてい ま

す。

6.今 後 の展 開

6.1わ が国の責務

今後の展開ということで,日 本は何を考え

ねばならないかについて,ま ずお話 したいと

思います。

一番重要 なことは,経 済大国,貿 易収支黒

字国の責任 をどう果すか,こ ういうことだと

思います。第2次 大戦後,わ が国は経済活動

ほぼゼ ロの状態の廃虚の中か ら立ち上が っ

て,欧 米諸国から学んだ技術を導入 し,そ れ

を消化,吸 収 して,生 産工業技術面での改良

を行ないました。大部分の分野では非常に厳

しい輸入制限をしまして,そ の輸入制限で守

られた中で,自動車などが典型的なのですが,

国内市場 を保護 して,国 産化をし,あ る程度

の生産のべ一スを作り,コ ス トを下げ,需 要

を増や し,あ る段階から外国にうってでて,

世界に売 りまくる。 こういうパターンでや っ

てきたわけです。 しかし,今 や貿易収支の黒

字が増大 し,い わゆる貿易摩擦で世 界各国か

ら集中砲火を浴び,苦 しい対応を迫られてい

ます。技術の問題でも,日 本は欧米の技術 を

習得 して経済を発展 させ たのに,世 界の技術

の発展に協力 しないとい う批判もで始めてお

ります。要するに,何 らかのお返 しをするこ

とが必要ではないでしょうか。

6.2経 済 協 力 の 活 用

そ の お返 し をす る 方 法 の ま ず 第 一 が,経 済

協 力 の 活 用 と い うこ とで,ODAの 予 算 を増

や す こ とで す 。 こ れ は シー リ ン グの 別 枠 に な

って い て,日 本 政 府 と して 増 や して お り ます

が,も っ と増 や す べ きで す 。 環 境 問 題 に 関 し
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ても,経 済協力でやれる余地が沢山あります

ということです。 まず,JICAべ 一スの専

門家派遣や研修生の受 け入れ拡大があ りま

す。それから,ま だこれ も確定 した話ではあ

りませんが,発 展途上国の中に環境問題の研

修センターを何カ所か作るとい う話 もあ りま

す。

ただ,先 ほど申しましたように,現 在の経

済協力の仕組みの中では,この ような協 力は,

すべて相手国の要請があって,初 めて実施で

きることであ ります。一般的に言いまして,

発展途上国は,最 近は多少変って きてはお り

ますけれども,高 度成長期のわが国の場合 と

同様に,環 境保全 より開発を優先する傾向が

あ りまして,相 手国の要請の上位に環境問題

が取 り上げられない場合が非常に多い。従っ

て,放 っておけば,環 境問題の優先度は下が

って しまいますか ら,金 がい くらで もあれば

別ですけれども,環 境問題にまでお金が回っ

てこないわけです。 ということで,一 つの提

案は,環 境協力の別枠予算 を確保するとい う

ことです。この別枠予算は,申 しこんできた

国々の中から,一番良い提案をしたところに,

援助の手をのべればよい訳です し,相 手の発

展途上国は,自 国の本来の枠を食わないで,

別枠から要求で きるとなれば,安 心 して申し

出るであ りましょう。要するに,環 境協力別

枠予算 を確保 し,通 常の協力案件 と別体系で

上乗せ実施するとい うことで,発 展途上国の

要請をださせてや ることが必要ではないで し

よつか。

それから,国 内でで きる措置 として,海 外

に派遣できる専門家の協力や養成,研 修の体

制整備等が不可欠になります。

6.3予 算の充実

上に述べたような経済協力以外の面で,予

算を充実させる必要があ ります。その一つは,

モニター,調 査研究,地 域 レベルの協 力など

のための予算です。これは国際協力の予算で

すが,こ ういうものに日本政府が金をだせば,

当然それに見合 って国内での調査研究あるい

はR&Dが 必要になります。こういうものに

ついて も予算を充分確保す るこ とが必要 で

す。 ところが,現 在のマイナスシー リング下

では,こ のような予算は増やす どころか,こ

こ数年削られてきています。国際的な責務 を

果すために,こ のような予算 も,防 衛費やO

DA並 みにマイナスシー リングの枠外 とすべ

きでしょう。

国連環境特別委員会の費用の約3分 の1の

175億 円を日本は拠出しましたが,こ れだけの

金を拠出 したとい うことでブル ントラン トさ

んを始め,各 国の環境関係者は非常 に感謝 し

ているとい うことを伺いました。 こういうこ

とに日本がお金をだすことは,極 めて高 く評

価される。こんなことがあ ります。

6.4産 業協力

産業協 力の面で もや ることが沢 山あ りま

す。 まず,環 境装置の輸出があり ます。先程

申しあげたように,輸 出比率は僅か5%に す

ぎません。環境装置は,今 後,世 界各国がど

うしても必要 とするものであり,今 までのテ

レビや自動車などのように自国製品 と競合す

ることがなく,喜 ばれる輸出です。欧州や北

米での酸性雨が湖沼や森林に大 きな被害 を与

えてお り,そ の原因は製鉄所や火力発電所等

のSOX,NOXで あるといわれています。
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しかし,脱 硫,脱 硝装置の設置状態が 日本 と

全然ちがってお ります。脱硫装置は,わ が国

では1,600台 設置されていますが,欧州では非

常に少な く,ア メリカでは,200台 あるだけだ

といわれています。脱硝装置は,日 本では約

200台 あ りますが,欧 州 とアメリカではほぼゼ

ロだといわれています。従って,こ ういう脱

硫,脱 硝装置だったら,彼 らも酸性雨対策 と

して必要 とす るで しょう。そ ういうものを大

いに輸出 したらどうでしょうか。

この輸出と同時に考えるべきことが,技 術

輸出や企業進出という形での技術移転であり

ます。技術移転の対象には,自 動車の排気ガ

ス浄化技術 も入るわけですが,相 手国の公害

と自然環境の実情に合わせたキメ細い対策が

必要なので,直 接の輸出よりも技術輸出 とい

う形が最適ではないでしょうか。排煙の コン

トロールは設備だけではな く,あ る程度運転

のノウハウも重要です。例えば,製 鉄会社や

電力会社から,排 煙対策の設備 と運転の ノウ

ハウを移転す ることも意味があると思われ ま

す。

最後に,蛇 足ですが,こ れだけ円高になり

ますと,工 場 を海外に移すケースが非常に噌

えてお ります。海外投資をする際の企業のコ

ー ド,企 業の行動指針 を経団連がだ してお り

ますが,そ の中で海外に進出する時に公害 を

だしてはいけない ということも入っているよ

うですが,非 常に注意 しなければいけないこ

とは,そ の時に公害のたれ流 しは絶対 しては

いけないということです。 とくに問題になる

のは,比 較的中小の企業が今後海外進出す る

ことが予想されますが,そ ういう場合で も,

この問題に充分注意 して貰わなければならな

いで しょう。(さか くら しょうご 前環境庁

長官官房審議官現通産省大臣官房審議官)

●

付 録1

...WorldCommissiononEnvironmentandDevelopment

l987年2月27日 於 東 京

東 京 宣 言

「国連環 境特 別委 員会 」は
,国=連 総 会 に よ り

独 立 の機 関 として1984年 に設 立 され,自 らに

以 下の 任務 を課 した。

a)環 境 と開発 に係 る困難 か つ 重要 な問題

を再検 討 し,こ れ に対 処 す るため の革

新 的,具 体 的 かつ現 実 的 な 行動 の た め

の提 言 を行 うこ と。

b)環 境 と開発 に係 る国際 協 力 を強化 す る

と ともに,現 在の 様式 や慣 行 を脱 し,必

要 とされ る改革 に向 か って 政策 や 社 会

の動 向 に影 響 を与 え るこ との で き る新

た な国 際協 力の 形態 を検 討 し,提 言 す

るこ と。

c)個 人,ボ ランテ ィア組 織,経 済 界,研 究機

関 及び 政府 の理 解 を深 め,よ り多 くの

実 践 活動 への 参加 を求 め る こ と。

こ こ東 京 に おい て その任 務 を終 え るに 当た

り,豊 か で,公 正 で,そ して安 全 な将来 を築 き

得 る とい う我 々の信 念 は確 固 た る もの とな っ

た。

しか しなが ら,そ の 実現 の可 能性 は,全 ての

国 々が持 続 的開 発 を,国 内政策 と国 際協 力の

最 優 先 目標 と して,ま た評 価 基準 として採 用

す るこ とに掛 か って いる。持 続 的開 発 とは,簡

潔 に言 えば 将 来の世 代 が 自らの ニー ズを充 足

す る能 力 を損 な う こ とな く現 在 の世 代 のニ ー

ズを満 たす よ うな人類 社 会の 進 歩へ の取 り組

み,と 定義 付 け る こ とが で きる。西 暦2000年 を

越 えて,21世 紀 へ と成 功 の うちに移 行 す る に

は,社 会 の 諸 目的 を大 規模 に変換 させ な けれ

ば な らない。また,多 くの戦略 的 な政策 課題 を

一致 して 強力 に推進 してい く必要 が あ る。

「国連 環境 特 別 委 員会 」 は
,世 界 の全 て の

国 々に対 し,互 いに協 調 し合 い,ま た個 々 の努

●

一16一



①

力 を通 じて,持 続的 開発 を各 国機 関の 諸 目標 に

組み 入れ る とと もに,以 下 の 原則 を政 策行動 の

指針 として 採用 す る こ とを求 め る。

1.成 長 の 回復

貧困 は環境 悪化 の 主 た る要 因 であ り,環 境 悪

化 は開発 途上 国 の 多 くの 人々 に影響 を与 え るだ

けでは な く,先 進 工業 国 を含 む諸 国か らな る共

同体 全体 の持 続 的開発 を脅 か す もので あ る。 と

くに,途 上 国 にお いては環=境の資源 基盤 を増 強

しつ つ,経 済成長 を促 す必 要 が ある。先 進工 業

国 は世 界経 済の 活性化 に寄 与 す る こ とが可能 で

あ り,要 求 され て いる こ とで もあ る。 是非 と も

必要 なこ とは,債 務 危機解 決 の ため,国 際 的 な

緊急 の行 動 をと るこ と,開 発 資金 の流 れ を大幅

に増 加 させ る こ と,低 所得 一 次産 品輸 出国 の外

貨獲 得 を安 定化 させ る こ とで あ る。

2.成 長の 質の 変換

成 長 は回復 されて も,そ の成 長 は今 まで と異

なった もので なけれ ば な らない。即 ち,持 続可

能性,公 平性,社 会 的正義,安 全性 な どを社会

的 目標 として基盤 に据 えた もので あ る。安 全で

環境 保全 型 のエ ネル ギーパ ス は,こ の ため の不

可 欠な要 素 で あ る。教 育,コ ミュニ ケー シ ョン,

国際 協 力 な どは全 て これ らの 目標 の達成 に寄 与

す る もの で あ る。 開発 計画 者 は国 富 を評 価 す る

際,在 来 の経 済指 標 のみ な らず天 然資 源の ス ト

ッ クの状 況 に も十 分 な考慮 を払 うべ きで あ る。

所得 の分 配 を改善 し,自 然災 害や技 術 的 リス ク

に対 す る脆 弱性 を低減 し,保 健 衛生 の状 況 を改

良 し,文 化遺産 を保護 す る こ とは,全 ての成 長

の質 の向 上 に寄 与 す る もので あ る。

3.資 源基盤 の 保全 と強 化

持 続 を可能 にす るには,空 気,水,森 林,土

壌 な どの 環境 資源 を保 全 し,遺 伝子 の 多様性 を

維 持 し,エ ネル ギー,水,原 料 を効 率 的に使 用

す るこ とが必要 で あ る。天 然 資源の 一 人当 た り

の消 費量 を減 らす ため に生産 効率 の 改善 を加 速

し,環 境 を汚染 しな い製品や 技 術へ の転換 を図

る必要 が あ る。 全 ての 国 々に対 し環境 規制 を厳

正 に施 行 し,む だ の少 な い技 術 を奨励 し,新 し

い製 品,技 術,廃 棄 物 の環境 影響 を予 測 す るこ

とによ り,環 境 汚 染 を未然 に防 止す るこ とが 要

請 されて い る。

4.持 続 可能 な 人 口水 準 の実 現

人 口政策 の立 案 に 当た っては,他 の経 済杜 会

開 発計 画一 例 えば教 育,保 健 衛 生,貧 困者 の生

計 基盤 の拡 大 な ど一 と整合性 を持 った もの とな

らなけれ ば な らない。家 族 計画対 策 を広 くい き

わた らせ る こ とも また,社 会開 発の 一形 式 で あ

り,ひ い ては夫 婦,特 に女性 の 自立 の権 利 を認

め る もの で ある。

5.技 術 の方 向転 換 と リス ク管理

技術 は 危険 を生 み出 す一方 で,危 険 を管理 す

る手段 を提 供す る。 途上 国 の技術 革 新能 力 は大

幅 に強 化 され る必要 が あ る。 また,全 ての 国 々

にお いて,技 術 開 発の方 向 を,環 境 要 因 を十 分

配 慮 した もの に なる よ うに変 えて いか な ければ

な らない。 新技 術 の普 及 に先 立 って そ の潜在 的

影響 を評価 す るた め,国 内 的及 び国 際的 メカニ

ズムの確 立 が必 要 で ある。 同様 の制 度 は,河 川

の 流路 変 更や森 林伐 採 な どの 自然生 態系 へ の大

幅 な介 入 につ いて も必要 とな る。無 過失 賠償 責

任 が 強化 され る必要 が あ る。環境 と開発 の 問題

に関 す る政 策決 定 の過程 で は,市 民 の参 加 の拡

大 と,適 切 な情 報へ の ア クセ スが促 進 され な け

れば な らな い。

6.政 策 決定 に お け る環境 と経 済 の統 合

環境 と経 済 は,相 互 に補 強 し合 うこ とが で き

る し,ま た そ う しな ければ な ら ない。持 続 を可

能 にす るに は,政 策決 定の 環境 影響 に対 す る責

任 を拡 大す る必 要 が あ る。政 策 決定 者 は,そ の

決 定が 自国の環 境 資源 基盤 に与 える影響 に つ い

て責 任 を負わ な ければ な らな い。 この場 合,環

=境は破壊 の症状 に では な く破 壊 の原 因 に焦点 を

合 わせ るべ きであ る。環 境破 壊 を予 見 し未 然 に

防 ぐため には,政 策 の経 済,通 商,エ ネ ルギー,

農業,そ の他の 側面 と同時 に その環境 影 響 を考

慮 しなけれ ば な らない。 環境 影響 は,国 内機 関

及 び国 際機 関 にお いて,他 の検討 事項 と同時 に

検討 され なけれ ば な らない。

7.国 際経 済 関係 の改 革

長 期 にわ た る持 続 的成 長 を達 成 す る には,よ

り公平 で,か つ環 境上 の 優先 課題 に よ りよ く同

調 した通 商,資 本,技 術 の流 れ を生 み出す よ う

な,広 範 囲 にわ た る改革 が必要 で あ る。経 済 及

び通 商基 盤 が 多様 化 され 自立性 が 強化 され るこ
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とを通 じて途上 国 の開発 の機 会拡 大 を図 るため

には,市 場 へ のア クセ ス,技 術移 転,国 際金 融

面 に お ける抜本 的 な改善 が 必要 で あ る。

8.国 際 協 力の 強化

国際 的諸 問題 に環 境 問題 とい う新 た な次元 が

加 わ る こ とによ って,更 に問題 の緊 急性 が増 す

とと もに,相 互 利益 を増 進 させ るこ とに もつ な

が る。 資源 の劣 化 と貧 困の相 互 作用 の 問題 を放

置 す れば,そ れ は国境 を越 えて,地 球 的 規模 の

環 境 問題 と化 すか らで あ る。 国際開 発 の全分 野

にわ た って環境 の 監視,研 究 開発,そ して 資源

管 理 に よ り高 い優 先 度 を与 えな けれ ば な ら な

い。 その ため に は,全 て の国 々が強 い決 意 を も

って,国 際機 関の機 能 を十分 発 揮 させ,通 商,

投 資 な どの分 野 の国際 的 ルー ル を確 立 し,順 守

す る と ともに,国 益 が対 立 し調 整 の ため交渉 を

要す るよ うな 多 くの 問題 につ いて も,建 設 的 な

対話 を行 ってい く必要 が あ る。 また,そ れ は国

際平 和 と安全 の 基本 的重要 性 を認 識す るこ とを

必要 とす る もの で ある。 人類 の進 歩 には 多国 間

協 力 を新 しい次 元で展 開 す る こ とこそが不 可欠

で あ る。

我 々 が今後,今 世 紀の 残 され た期 間に これ ら

の 原則 に合 致す る確 た る前進 をす るこ とが で き

るな らば,次 の世 紀 に は全 ての 人類 に とって,

よ り安全 で,よ り豊 か で,よ り公 平 で,そ して

よ り希望 に満 ちた未 来 を もた ら しうる こ とを委

員会 は確 信 す る もので あ る。
○

付録2

国 連 環 境 特 別 委 東 京 会 議 のExecutiveSummaryの 抜 粋

4.エ ネル ギ ー:開 発 と環境 の ため の選 択

58.安 全 かつ 持続 的 なエ ネル ギーへ の 道 を進 む

こ とが,持 続 的 開発 の鍵 を握 っ てい るが,人 類

は い まだ にこ う した道 を発 見 してい ない。 エ ネ

ル ギー使 用量 の増加 率 は減 少 して きてい る。 し

か し,開 発途 上 国 にお ける工 業化,農 業開 発及

び急 速 な人 口増加 の ため,は るか に 多 くのエ ネ

ル ギー が必要 にな るで あろ うと思 われ る。今 日,

市場 経 済体制 の工 業 国の 一人 あ た りのエ ネル ギ

ー平 均消 費 量は ア フ リカのサ ハ ラ南部 の80倍 で

あ る。従 って,現 実 的 な世 界の エネ ル ギー 消 費

の将 来 に関 す る シナ リオは,開 発 途上 国 にお け

る一次 エ ネル ギー使 用 の大幅 な増 大 を考慮 した

もので な くて はな らな い。

59.開 発途 上国 の エネ ル ギー 使 用 を現 在 の先進

工 業国 の水 準 に引 き上 げ る と世 界の エネ ル ギー

消 費量 は現 在 の5倍 に増 加 す る。地球 生 態系 は

これ を支 え きれ ない。特 に,エ ネル ギー使 用 の

増 加 を化 石 燃 料 で 賄 った 場合 は な お さ らで あ

る。現 在 のエ ネル ギー ・ミックス では,エ ネル

ギー使 用 量の倍 増 す ら,そ れが 惹起 す るで あ ろ

う地球 の 温暖化 や 酸性 降下物 を考 えれ ば,問 題

外 で あ る。

60.新 たな経 済成 長 の時代 は それ が いか なる も

の で あれ,従 来 よ りエネ ル ギー 集約 度 が低 い経

済成 長の 時代 で な くては な らな い。 省 エネ ル ギ

一 政策 が
,持 続 的 開発 のた めのエ ネ ル ギー 戦略

の 要 とな らな くて は な らない。省 エ ネル ギー対

策 に よ り,こ うした方 向 に進 む余 地 は大 い にあ

る。今 日の家電 製 品の設 計 を変 え るこ とに よ り

現 在 の1/2も し くは1/3の エ ネル ギー で同程

度 の性 能 を確保 で きる。 また,省 エ ネル ギー対

策 は十 分採 算 が採 れ る こ とが 多い。

61.40年 近 くに亙 りこれ まで行 われ て きた技術

開発 の ための 多大 な努 力の結 果,原 子力 エネ ル

ギー は広範 に利 用 され るに至 って い る。しか し,

同時 に原 子力 エ ネル ギーの コス ト,リ ス ク及 び

便 益 が よ り明確 にな り,激 しい論 争 が起 きてい

る。 原子 力エ ネ ルギー の利 用 につ いて は各国 の

立場 は異 な って い る。本 委員 会 にお け る議 論 も,

また,こ の見 解及 び立 場 の相違 を反 映 した もの

とな った。しか し,委 員全 員 は,原 子 力発 電 は,

これに よ り生 ず る未解 決 の問題 に関す る確 固た

る解 決策 が見 い だ され ない限 り正 当化 し得 ない

とい う点 につ き見解 の一致 を見 た。 最 も優先 さ

れ るべ きなのは,環 境 保全 上,健 全 か つ生態 学

的 に現実 性 の ある代 替エ ネル ギー案 及 び原子 力

エ ネル ギー の安全 性 向上 の ための 手段 に関 す る

研 究開 発で あ る。

62.省 エ ネル ギー は,21世 紀 の世 界の エ ネル ギ

ー構 造 を支 えるべ き再 生 可能 エ ネル ギー に よる

「低 エ ネ ル ギー へ の道」 が開 け る まで の時 間 を

●
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稼 ぐに過 ぎない。現 在 の再 生可 能エ ネル ギー 源

は それ ぞれ問題 を抱 えて い るが,創 意 あふれ る

研 究 開発 が行 わ れた とす れば,現 在 の世 界 の総

一次 エ ネル ギー需 要 に匹敵 す る量 のエ ネル ギー

を賄 うこ とが で きるか も しれ な い。 しか し,こ

の よ うな高 い水準 の再 生可 能 エネ ル ギー 利 用 を

実現 す る には,過 去 に原 子力 エネ ル ギー の 開発

に 費や され たの に等 しい 資金 を投 入 して研 究,

開発 及 びデ モ ンス トレー シ ョン ・プ ロジ ェ ク ト

を実 施 しな くて は な らない。 開発途 上 国は,こ

うした 方向 にエ ネル ギー の利 用パ ター ン を変 え

て い くため の援助 を必要 とす る。

63.薪 炭 は,世 界 の人 口の半分 の 家庭 用エ ネ ル

ギー を賄 って い るが,薪 炭 の 不 足 に直 面 す る

人 々 は何 百 万人 もお り,そ の数 は増 え続 けて い

る。薪 炭が不 足 してい る国 は,大 量 の薪炭 及 び

その他 の植物 系 燃料 生産 に 向 け農 業部 門 を編成

しな くて は ならな い。

64.現 在エ ネル ギー ・ミッ クスの大幅 な変 更 が

必 要 とされて い るが,こ れ は市場 の 原理 のみ で

は達成 で きな い。 政府 がエ ネル ギー の生産 者 と

して 中心 的 な役割 を果 た し,ま た,消 費者 とし

て も重要 な位 置 を占め てい るか らで あ る。近年,

毎年 進展 して い る省 エ ネル ギー の趨勢 を維 持 す

るに は,政 府が エ ネル ギー の消 費者価 格 形成 の

際,省 エ ネル ギー を明確 な 目標 として打 ち出す

必 要が あ る。価格 を通 じ省 エネ ル ギー対 策 の採

用 を促 す方 法 は い くつ か あ る。委 貝 会 は特 に ど

れ を選 択 せ よ とい う もの で は な い が,政 府 は

様 々 な対 策 の長 期 的 な コス トと便 益 を評価 して

「省エ ネ価 格」 を採 用 す る必要 が あ る。 国際 的

なエ ネル ギー政 策 に 占め る石 油価 格 の重 要性 に

鑑 み,消 費者 及 び生産 者 の対 話 を促 進 す るため

の新 た な メカニ ズム を模 索 す る必要 が あ る。

65.安 全 で環境 上健 全 かつ 経済 的 に も現 実的 で,

末 永 く人類 の発 展 を支 え うるエ ネ ル ギーへ の道

程 を見 いだす こ とが明 らかに急 務 で あ る。また,

それ は可能 で あ る。 しか し,こ れ を達 成す るに

は政 治的 意思 と制 度的 な協 力 の新 た な局 面 が必

要 で あ る。(これ らの 問題 及び勧 告 に関 す る よ り

広範 な議 論 につ い ては第7章 を参 照 され た い)

⑦
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火 山 発 電 に つ い て

谷 村 康 夫
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1.は じめ に

我が国における火山発電方式についての調

査研究は,1969年 に組織 された新発電方式総

合調査委貝会の中で,火 山発電分科会 として

取 り上げられたのが最初である。

その後,1974年 から4年 間サンシャイン計

画の一環として火山発電方式に関するフィー

ジビリティスタディが行われ、具体的には薩

摩硫黄島がケーススタデ ィの対象として選ば

れ,同 島において現場調査堀削計画が予定 さ

れていた。

しかし,残 念なが らこの計画は種々の事情

により中止され,そ の後 日本における火山発

電方式の研究は10年 間近 くにわたって中断さ

れている。

一方,米 国においては1960年 にハワイのキ

ラウェア火山の溶岩湖で最初のボー リングが

行われて以来,主 として学術的な研究が続 け

られていたが,1975年 にサンディア国立研究

所が中心 とな りMagmaEnergyResearch

Projectを 発足させ,深 所に潜在するマグマ

から直接エネルギー を取出す方法の研究 を進

めてきている。

日本において考えられていた火山発電方式

は,火 山近傍における熱エネルギーを利用し

ようとするものであ り,米 国における火山発

電は,火 山のマグマから直接熱エネルギー を

利用 しようとするものである。

今回米国のマグマ発電方式に関する研究状

況 について調査する機会が与えられたので,

その概要 を紹介する。

2.米 国におけるマグマ発電研究の経緯

地 球 上 の マ グマ 資源 か らエ ネ ル ギー を抽 出

し よ う とす る構 想 が1973年 の 夏,サ ン デ ィア

国 立 研 究 所(以 下 サ ンデ ィ ア と略 称 す る)に

よ り,AEC(AtomicEnergyCommission)

に 初 め て提 案 さ れ た 。

そ の年 の 秋,米 国 の 火 山学 者 と地 熱 の専 門

家 に よ り非 公 式 の議 論 の 場 が持 た れ,そ の 後

大 気 圧 下 に お け る 玄 武 岩 の 高 温 特 性 等 の 実 験

や 熱 伝 達 計 算 が,サ ンデ ィ ア の 実 験 室 を中 心

と して行 わ れ た。

さ らに,1974年2月 にハ ワ イ州 ヒロ 市 にお

い て,火 山 エ ネ ル ギー の 利 用 に 関 す る会 議 が

開 催 さ れ,マ グ マ エ ネ ル ギ ー 利 用 の 構 想 が 国

際 的 な 注 目 を集 め る こ と とな っ た。 そ して,

米 国 に お い て は,国 家 プ ロ ジ ェ ク トと して マ

グマ エ ネ ル ギー 利 用 プ ロ ジ ェ ク トが準 備 され

○

●
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る こ と と な っ た の で あ る。

初 期 の マ グマ エ ネ ル ギー プ ロ ジ ェ ク トと し

て は,ERDA(EnergyResearchand

DevelopmentAdministration;Depart-

mentofEnergyの 前 身)の 物 理 研 究 部 門 に よ

り,1975年 度 に 国 家 予 算 計 上 が 行 わ れ た こ と

に始 ま り,そ れ らの 資 金 を基 に,サ ンデ ィ ア

にお い て 実 験 室 レベ ル で の 試 験 や 熱 伝 達 計 算

の 研 究 が 続 け られ た 。

表1マ グマ エ ネル ギー リサ ー チ ア ドバ イザ

リー パ ネル の メンバ ー表

火山学/地 球物理 Prof。RobertDecker

DartmouthCollege

Hallover,NH

火山学/地 球物理 Dr.GordonEaton

USGeologicalSurvey

HawaiianVolcanoObservatory

マ グマ岩石学 Dr.JamesMoore

USGeologicalSurvey

MenloPark,CA

地殻物理/岩 体変形 Prof。MelvlnFriedman

TexasA&MUniversity

CollegeStation,TX

地球物理/地 震 Dr.PeterWard

USGeologicalSurvey

MenloPark,CA

地球物理/電 気 Prof.JohnHermance

BrownUniversity

Providence,RI

材料 との適合性 Prof.RogerStaehle

OhioStateUniversity

Columbus,OH

U.SGeologicalSurvey(米 国 地 質 調 査 所 以

下USGSと 略 称 す る)と 共 同 で ワー ク シ ョ

ップ を開 催 した 。 そ れ に は 日本 の 科 学 者 を含

む,約30名 が参 加 し,討 論 を行 っ た 。

この ワー ク シ ョ ップ に お い て,マ グマ の 探

査 や そ の 化 学 的,物 理 的 特 性 の評 価,検 討 が

行 わ れ た。

1975年 度 か らの プ ロ ジ ェ ク トは82年 度 迄 続

き,こ の プ ロ ジ ェ ク トの 総 資 金 は約4.9百 万 ド

ル で あ っ た。そ の う ち100万 ドル が サ ン デ ィア

以外 の 研 究 グル ー プ に振 向 け られ た。

表2サ ンデ ィア の マ グマ エ ネル ギー プ ロ ジ

ェ ク トの タス ク

1.資 源 の 位 置 と明確 化

2.資 源 探 査

3.マ グマ の 特性 との適 合 性

4.エ ネル ギー抽 出

こ こ で特 筆 す べ き こ とは,こ れ らの 実 験 に

対 す る助 言 の た め 関 係 分 野 の 専 門 家 が 選 ば

れ,委 員 会 が 組 織 され た こ とで あ る。

当 時 の マ グマ ・エ ネ ル ギ ー ・リサ ー チ ・ア

ドバ イザ リー ・パ ネ ル の メ ン バ ー 表 を 表1に

示 す 。 メ ンバ ー は,火 山学,岩 石 学,材 料 学

等 の 巾 広 い 分 野 か ら選 出 さ れ て い る。

ま た,こ の1975年3月 に サ ン デ ィ ア は,

サ ンデ ィア の マ グ マ ・エ ネ ル ギー ・プ ロ ジ

ェ ク トは4つ の 柱 か ら構 成 され て お り,そ れ

を表2に 示 す 。

次 に そ の 後 の 米 国 内 に お け るマ グ マ 発 電 計

画 の 流 れ を簡 潔 に述 べ る。

1983年 ～1984年 に わ た っ て は,DOE

(DepartmentofEnergy;以 下DOEと 略 称

す る)のGeothermalTechnology

Developmentに お い てEngineering

FeasibilityMagmaEnergyExtraction

Programと して実 施 さ れ,そ の 後1985年 か ら

現 在 に 至 る 迄 同 様 にDOEのGeothermal

TechnologyDevelopmentの 中 で 実 施 さ れ

て い る。

DOEのGeothermal部 門 の 責 任 者 の 言 に

よ れ ば,今 後 もマ グマ エ ネ ル ギー プ ロ ジ ェ ク

トは継 続 研 究 され る で あ ろ う との こ とで あ る。
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3.DOEに お け るマ グ マ発 電 プ ロ ジ ェ ク ト

の 位 置 付 け

米 国 に お け る地 熱 技 術 開 発 は,DOEが 主

体 とな っ て お り,日 本 に お け る通 産 省工 業 技

術 院 サ ン シ ャ イ ン計 画 と も一 部 の 研 究 に お い

て 共 同研 究 を実 施 し た実 績 も あ る。

USGSの 見積 りに よ れ ば,合 衆 国 内 の 地

熱 資 源 は電 力 換 算 で95,000～150,000MWの

潜 在 力 が あ る と され て お り,DOEと して も,

在 来 型 エ ネ ル ギー に混 じ り,再 生 可 能 エ ネ ル

ギー で あ る地 熱 エ ネ ル ギ ー を,適 切 な価 格 で,

十 分 な 量 を供 給 す る こ と を 目指 して 開 発 を進

め て い る。DOEの 地 熱 部 門 に お け るプ ロ ジ

ェ ク トの 目的 は私 企 業 が 種 々 の 地 熱 資 源 を開

発 す る こ とが 可 能 な技 術 的 基 盤 を確 立 す る こ

とで あ る とい わ れ て い る。

日本 で 新 エ ネ ル ギ ー と一 般 に 称 せ ら れ る

太 陽 エ ネ ル ギ ー,地 熱 エ ネ ル ギ ー 等 は,

「ResearchandDevelopment」 と い う カ テ ゴ

リー の 中 に 分 類 さ れ,ま た そ の 中 の 「Solar

andOtherRenewables」 に お い てGeoth-

ermalが 位 置づ け られ ℃ い る。

そ してGeothermalEnergyの 中 に 米 国 版

の 火 山 発 電 と 云 え る 「MagmaEnergy

Extraction」 が 位 置づ け られ て い る 。

DOEの 地 熱 エ ネ ル ギー を予 算 面 か ら概 観

す る た め,DOEの1987年 度 の 連 邦 議 会 へ の

提 出 予 算 を表3に 示 す 。

上 記 の 表 は予 算 面 に お け る位 置 づ け で あ る

が,組 織面 か らみ たDOEの 機 構iを図1に 示 す 。

なお,以 前 の組織 は,3つ の分野 「Advanced

EnergySystems,TechnologyDevelopment,

ProgramIntegration」 か ら な っ て い た が,現

在 で は 図1に 示 さ れ る よ うに,Geotherma1

表3DOEの1987年 度 の連邦 議会 へ の

Geotherma1の 提 出予 算

[Geothermal]

HydrothermalIndustrialization

GeopressuredResources

ドル

[17,930,000]

9

3,000,000

Geothe .rm.alTechnologyDevelopmentl4,150,000

OHydrothermalResearch6 ,525,000

0HardRockPenetrationResearch1,625,000

0MagmaEnergyExtraction1,000,000

0HotDryRockResearch1,625,000

ErogramDirection780,000

注)本 予算は議会への提 出予算であ り,1987年 度の最

終確定予算ではない。

GEOTHERMALTECHNOLOGYDIVISION

GEOSCIENCES

RESEARCH

BrineTreatment

DeepScientific

Drilling

Reservoir

Definition

StateTechnical

Assistance

MagmaEnergy

Extraction

alderaReservoir

Research

eopressured

ProductionResearch

HotDryRock

ReservoirResearch

図1

CONVERSION

RESEARCH

HeatCycle

Research

eothermalTest

Faccility

HardRock
Penetration

eopressured

Conversion

Reserch

HotDryRock

ConversionResearch

HeberBinary
Plant

HeberR&D

Support

SecondGeneration

BinaryTechnology

DOEのGeothermalTechnology

Divisionの 組 織 図

GeosciencesResearchとGeothermal

ConversionResearchに 分 類 され て い る。

現 在 の マ グ マ 発 電 計 画 は,1984予 算 年 度

か ら 研 究 が 実 施 さ れ て お り,Geoscience

Research部 門 の 中 で マ グ マ 関 係 が 実 施 さ れ

て い る よ うに,実 社 会へ の エ ネ ル ギ ー 供 給 の

観 点 か ら評 価 した 場 合,未 だ基 礎 的 研 究 の 段

階 に あ る よ うで あ る。
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(Engineering)

(注)肩 の数 字 は 部 門 のNo.

Nuclear

Waste

Disposa1

arrigan

Rundle

Walcic

Elbring

図2サ ンデ ィア 国立研 究所 の機 構 図

資料から判断す ると,研 究の進捗段階 とし

ては,マ グマか らのエネルギー抽出の工学的

な可能性 を評価 している段階であると推測さ

れる。

4.マ グマ発電プロジェク トにおけるサンデ

ィア国立研究所 と米国地質調査所(USG

S)の 業績について

米 国 に お け る マ グマ か らの 熱 エ ネ ル ギ ー を

抽 出す る との ア イデ ア は既 述 の とお りサ ンデ

ィ ア 国 立 研 究 所 か ら提 案 され た。 そ して,そ

の 後 現 在 に至 る迄 サ ンデ ィア が マ グ マ エ ネ ル

ギ ー 研 究 の 米 国 の 中心 研 究 機 関 で あ る。

米 国DOEの 地 熱 の 政 策 担 当者 の 発 言 に よ

れ ば,今 後(1986年 以 降)と もMagmaEnergy

Extractionの 米 国 に お け る 中 心 機 関 は サ ン

デ ィア で あ る と して い る。

1542

Rock

mechanism

しか し,一 方USGSがMagma発 電 研 究

に果 した 役 割 も非 常 に大 きな もの が あ る。 特

にマ グ マ 抽 出 を実 施 す る サ イ トの 決 定 にお い

て は,USGSが 果 た した 業 績 が 主 体 とな り

判 断 され た とい っ て も過 言 で は な いで あ ろ う。

サ ンデ ィ ア に お け る マ グマ 熱 エ ネ ル ギー 抽

出研 究 に関 して は,ま ず,1982年10月 に 出版

さ れ た 「FinalReport-MagmaEnergy

ResearchProject」 を あ げ な けれ ば な らな い 。

こ の論 文 は題 名 の 示 す とお りサ ンデ ィ ア の

初 期 の マ グ マ研 究 の 集 大 成 で あ り,そ の後 の

DOEの ナ シ ョナ ル プ ロ ジ ェ ク ト:Magma

EnergyExtraction計 画 に 引 継 が れ た エ ポ ッ

ク メー キ ン グ な 論 文 で あ る。

そ して,サ ンデ ィ ア の 「FinalReport」 以

降 の マ グマ エ ネ ル ギー 研 究 は,実 験 室 レベ ル

に お け る マ グマ のHeatTransfer等 に重 点

が お か れ,サ ン デ ィ ア 内 部 に お い て も,
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Hardeeら の理 学 部 門 に お け る研 究 の 段 階 か

ら,現 在 で はエ ン ジニ ア リン グ部 門 の 研 究 に

移 行 して い る。 現 状 で は マ グマ 溜 り探 査 の た

め のWell(坑 井)の 掘 削 を計 画 す る段 階 に迄

発 展 して い る。

図2に 入 手 した サ ン デ ィア の 内部 の 組 織 図

を示 す 。

な お,サ ン デ ィア の エ ン ジニ ア リン グ部 門

の 紹介 は 本 稿 で は 省 略 す る。

既 述 の よ うにUSGSの マ グマ 発 電 研 究 に

果 した 役 割 は極 め て 大 きな もの が あ る。

USGSの 地 熱 関 係 へ の 取 組 み の 方 向 性 を

概 観 す る た め に,USGSの1985年 度 の

GeothermalResearchProgramに お い て掲

げ られ て い る 目標 を紹 介 す る。

(1)す べ て の 型 の 地 熱 シス テ ム の 特 性,存

在,寿 命,規 模 を制 御 す る地 質 学 的 及 び

水 理 学 的 な フ ァ クタ ー の 決 定

(2)米 国 内 に存 在 す る地 熱 資 源 の位 置 や 規

模 の 推 定

(3)開 発 に お け る地 熱 流 体 の抽 出,抽 入 に

起 因す る地 下 環 境 へ の 影 響 の 推 定

USGSのGeothermalResearchPro-

gramはDOEのGeothermal部 門 と も密i接

に 関 連 して お り,1975年 以 来,DOEの 地 熱

部 門 へUSGSの 科 学 者 を出 向 させ て お り,

顧 問 及 び助 言役 と して 活 躍 して い る。

しか しな が ら,USGSの マ グ マ 発 電 研 究

の最 終 目的 は,マ グマ か らの 熱 エ ネ ル ギー 抽

出 で は な く,地 球 科 学 的 な立 場 か らの マ グ マ

構 造 の 解 明 で あ る とい わ れ て い る。

な お,USGSは 米 国 内の 主 要 火 山 にお い て

地 震 波 を用 い た 観 測 等 を実 施 して お り,そ の

代 表 的 な観 測 地 と して はYellowstone,The

Geysers,LongValley,CosoHotSpring等

が あ げ られ る。

5.マ グマ発電サイ トの選択について

マ グ マ 発 電 の 実 験 場 と して サ ン デ ィ ア の

Hardee達 に よ り1981年 か らサ イ トの 調 査 が

始 め られ た。 彼 ら の最 初 の マ グ マ発 電 サ イ ト

の選 択 を した 報 告 書 と して は1982年 に 出版 さ

れ た 「MagmaSourceLocationSurvey」 が

あ る。 本 報 告 書 に お い て は サ ン デ ィ ア の

Hardee,Dunn,Colp達 に よ る火 山 の 専 門 家

達 へ の サ イ ト候 補 地 に 関 す る イ ン タ ビ ュー の

結 果 が ま とめ られ て い る。

そ し て,そ の 後 サ ン デ ィ ア の 報 告 書 は,

「ShallowMagmaTargetsintheWestern

U.S」 及 び 「SelectionofPromisingSitefor

MagmaEnergyExperiments」 と続 き,マ グ

マ 発 電 サ イ トの 候 補 地 を限 定 して い っ た。

こ こ で サ ンデ ィ ア のHardeeら が サ イ トの

候 補 地 を どの 様 に 限 定 して い っ た か を略 述 し

て み る。

「ShallowMagmaTargetsinWesternU
.

S」 に お い て 彼 ら は浅 い マ グマ 溜 りが 存 在 し

て い る と考 え ら れ る 火 山 の リス トア ッ プ を実

施 して い る。

これ ら を彼 ら は次 の3つ の グ ル ー プ に分 け

て い る。 グ ル ー プ1:最 も重 要 な サ イ ト,グ

ル ー プ2:重 要 で あ るが 将 来 的 な サ イ ト,グ

ル ー プ3:現 状 で は 実行 不 可 能 な 場 所,と 分

類 して い る。

次 に 「SelectionofPromisingSitefor

MagmaEnergyExperiments」 に お い て彼 ら

は 上 記 表 を明確 な 条件 を掲 げ て選 別 して い る。

それ らの 条 件 は,

(1)あ る程 度 の 大 き さの マ グ マ 溜 りが 存在
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す る強 い 証 拠 が あ る こ と。

(2)掘 削 す る こ とに よ り,マ グマ 溜 りに 到

達 す る こ とが で き る こ と。

(3)長 期 間 の エ ネ ル ギー 抽 出 実 験 が 実 施 で

きる こ と。

の3つ で あ る。 な お,こ の項 目 と して は 掲

げ られ て は い な い が,交 通 機 関 等 に よ り割 合

容 易 に現 地 へ 近 付 くこ とが で き る こ と も重 要

で あ る と考 え られ て い る。 また,国 土 の 広 い

米 国 と して は,実 験 予 定 地(マ グマ 溜 りの 存

在 場 所)が 米 国本 土 内 に 存在 して い る こ と も

重 要 な フ ァ ク ター で あ っ た ら し い。

先 の3条 件 を適 用 して グ ル ー プ1に 属 す る

火 山 の 中 か ら彼 らは 実 験 サ イ トを選 別 し,カ

リフ ォル ニ ア の 「LongValley」 と 「CosoHot

Springareadが 最 終 候 補 地 と し て選 ば れ た。

こ れ らの 地 域 は 米 国 に お い て 最 も火 山 構 造 の

研 究 が 進 ん で い る地 区 で あ る。

そ して1985・年Apri130,Vol.66Nol8の

「EOS」"Transaction
,AmericanGeo-

physicalUnion"に 報 告 され た 地 震 波 に よ る

LongValleyカ ル デ ラ の構 造 の 解 析 に よ り,

LongValleyカ ル デ ラがDOEに お け るマ グ

マ 発 電 の 実 験 サ イ ト と し て 確 定 し た の で あ

る。 図3はLongValleyの 位 置 図 で あ る。

図4は サ ン デ ィ ア のRundleら に よ る

LongValleyカ ル デ ラの 断 面 図 を示 す 。

6.今 後 の マ グ マ 発 電 プ ロ ジ ェク トの 動 向

DOEの 地 熱 部 門 の 責 任 者 の 発 言 に よ れ

ば,1987年9月 か らLongValleyカ ル デ ラ内

に お い てマ グ マ 形 状 を確 認 す る た め の 掘 削 費

の 予 算 を連 邦 議 会 に提 出 した。

彼 ら の 計 画 の 概 要 がEOSTransactions,

C。、。H。,㊧

K、lauea〈診

Yellowstone

、

㊧H。tSpmgs

㌔

図3LongValleyカ ル デ ラの 位 置 図

AmericanGeophysicalUnion,Vol.67No.

21,May27,1986に 記 載 さ れ て い る の で 紹 介

す る。

本 掘 削 計 画 は5か 年 を予 定 し て お り,そ れ

を図5に 示 す 。

坑 井 の 直 径 は 地 上 部 で30inch(76cm)坑 井

底 で(推 定)6inch(15cm)に な る と考 え られ

る。

こ の坑 井 の 掘 削 目的 は,マ グマ 溜 りへ 直 接

の 貫 入 を狙 っ た もの で は な く,将 来 マ グマ を

サ ン プ リン グす る深 い坑 井 の 掘 削位 置 を確 定

す る た め の もの で あ り,本 坑 井 を利 用 し,種 々

の 測 定 を予 定 して い る。

主 な 測 定 項 目 を列 記 す る と,

(1)マ グマ の位 置 と規 模 を確 定 す る た め の

地 震 観 測
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(2)マ グマの熱を検知するための熱流れ等

の測定

(3)マ グマの位置 と規模 を確定するため,

地磁気や水質等の測定

(4)マ グマやその雰囲気における物性値 を



r

NNW

precaldera

volcanjCS

ぴ郭頭剛皿も9

Smoky

BearFlat

CONTEMPORARY

MAGMACHAMBER

一 一
kilometers

鋳%

SSE

SIERRA

southNEVDA

moat

図4LongValleyカ ル デ ラ の 断 面 図(予 想 図)

確定するための原位置における応力の測定

である。

しか しなが ら,こ のように詳細かつ具体的

な計画迄進んでいたLongValleyカ ルデラ

における掘削計画は,DOEの 地熱責任者の

意欲に反し,連邦議会により予算 を削減 され,

その実施は延期 されたようである。

しかし,米 国においてマグマか らの直接の

エネルギー抽出をめざした坑井が今後掘削 さ

れることは間違いないと考 えられる。

米国におけるマグマ発電研究 を総括すれ

ば,工 学的には実施が可能なプロジェク トで

あると位置付けられ,今 後現地における種々

の実験により,よ り具体的に他の地熱発電プ

ロジェクトとのフィージビリティの比較が行

われると予想される。

そして十分なフィージビリテ ィが実証され
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質 図
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れば,今 後の米国においても,既 に大型プロ

ジェクトとして実施 されてい る高温岩体研究

と肩を並べ る規模のプロジェク トに発展する

可能性 を持つ と云えよう。

今回の火山発電についての調査にあたって

は,九 州大学工学部湯原浩三教授を始め多く

の方々にご指導をいただいた。本紙面 をお借

りしてお礼 を申し上げて本稿 を終 りたい。

(たにむ ら やすお 前主任研究員現中部電

力㈱火力部建設課)
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昭和62年 度 に おけ る資源 エネル ギー

関連技 術開発の重点施策 につ いて

安 井 正 也

1.総 合的資源エネルギー政策の考え方

近年,国 際石油情勢は基本的に緩和基調で

推移 し,OPECの 大幅増産等による一昨年

末か らの原油価格の低下は,物 価の安定等 を

通 じて,我 が国を含む世界経済に,総 じて好

影響 を与えている。その後,昨 年8月 のOP

EC総 会における固定価格制への復帰,生 産

上限の削減の動 きを受けて,原 油価格は強含

みで推移 している。中長期的には,1990年 代

に再び中東依存度が上昇 し,世 界の石油供給

が不安定化することが懸念されるとともに,

原油価格の下落によって,エ ネルギー資源開

発,石 油代替エネルギー開発 ・導入,省 エネ

ルギーが停滞するなどエネルギー需給の再逼

迫化が早まる恐れがあるというのが,国 際的

に共通 した認識である。

我が国は,天 然資源 に乏 しく,石 油供給の

ホルムズ依存度の高 さに象徴 されるように,

諸外国に比べて依然極めて脆弱なエネルギー

供給構造 を有 している。このため,我 が国が

今後 とも順調な経済発展を遂げ,国 民福祉を

向上させていくためには,現 在の短期的な石

油需給の動向に左右されることな く,現 下の

厳 しい財政事情の下で,政 策の一層の重点

化 ・効率化 を図 りつつ,長 期的観点に立 った

総合的な資源エネルギー政策 を,国 民各層の

理解を得つつ,着 実に推移 してい くことが必

要である。

なお,昨 年4～5月 のIEA理 事会,OE

CD閣 僚理事会及びサ ミッ トの場において

も,長 期にわたるエネルギー市場の安定 と供

給安全保障のためのエネルギー政策の継続に

つき合意された。

以上の点を踏 まえ,昭和62年 度においては,

以下の政策 を着実に推進 してい く必要が あ

る。

第1に,石 油政策の推進を図ることである。

昨今の石油需要の低迷 と過当競争 に対応 し

て,元 売集約化,過 剰設備廃棄等の精製合理

化や関連技術 開発 を一層推進 することによ

り,石 油産業の体質強化 を図るとともに,揮

発油流通・販売業対策 を一層強力に推進す る。

また,長 期的な石油の安定供給 を確保する

ため,石 油備蓄を引き続き着実に推進 してい

くとともに,石 油の 自主開発については,事

業の重点化 ・効率化 を確保 しつつ弾力的に展

開する。

第2に,エ ネルギー源の多様化 と省エネル

○

●

一28一



ギーの推進 を図ることである。先般の ソ連チ

ェルノブイル原子力発電所事故 をも踏 まえ,

原子力の更なる安全確保を図 りつつ,核 燃料

サイクルの事業化並びに原子力発電を中心 と

した電源の多様化及び立地を推進する。また,

石油代替エネルギー政策については,事 業の

重点化 ・効率化に努めつつ着実に推進す ると

ともに,省 エネルギー政策を引き続 き推進す

る。

第3に,第8次 石炭政策を推進することで

ある。石炭鉱業審議会の第8次 石炭政策に関

する答申を踏まえ,地 域経済 ・雇用への影響

を緩和 しつつ,国 内炭生産規模の円滑な縮小

を図るため,新 たに過剰貯炭対策,生 産規模

縮小円滑化対策を実施するとともに,保 安対

策,閉 山対策,新 規閉山地域対策の拡充 を行

う。

第4に,資 源の安定供給の確保 を図ること

である。円高により閉山,大 幅 な人員削減が

相次 ぎ,苦 境に陥っている金属鉱業に対 し,

経営安定化対策等の強化を図るとともに,レ

アメタルの安定供給 を確保するため,レ アメ

タル備蓄等を着実に推進 し,併 せて鉱物資源

の内外探鉱開発,深 海底鉱物資源探査等を積

極的に推進する。

我が国としては,世 界の一割国家 としての

経済力を有するに至った国民の叡知 と活力を

十分発揮 して,我 が国に課せ られたエネルギ

ー制約 を克服 し,我 が国経済の発展基盤 を確

たるものとして次代に引き継 ぐとともに,エ

ネルギー分野での国際協力を一層推進 し,世

界のエネルギー問題の解決に貢献するため,

中長期的観点に立った総合的な資源エネルギ

ー政策 を着実に推進してい くことが重要であ

ろう。

このような資源エネルギー政策 を体系的に

示す と図1(文 末に掲載)の ようになるが,

同図からも明 らかなように,資 源エネルギー

政策の重要な柱 として,広 範な分野において

技術開発が進め られることとなっている。

2.昭 和62年 度 における資源エネルギー関

連技術開発の概要

国内資源に乏 しい我が国に とって,国 際社

会における強いバーゲニング ・パワーを維持

しつつ,同 時にその一員として世界経済の活

性化に寄与 し,一 方で 自国のゆ とりと活力の

ある経済社会,国 民生活 を実現 してい くため

には,創 造的な技術開発 を積極的に推進 して

いくことが極めて重要である。総合的資源エ

ネルギー政策の一環 としての様々な技術開発

も,こ のような背景を踏 まえつつ,広 範な分

野において展開 されている。

以下に通商産業省が昭和62年 度に実施する

こととしている資源エネルギーに係 る技術関

連施策の うち主要 なものについてその概要 を

紹介する。(括 弧内は62年 度予算額である。)

2.1石 油関連技術開発

国際的な石油需給は,現 在なお,緩 和基調

で推移 してお り,原 油価格 も一昨年12月 のO

PEC総 会で シェア防衛宜言が出されて以

後,大 幅に下落 している。 しか しなが ら,中

長期的に見ると,一 次エネルギー供給に占め

る石油のウェイ トの高 さ,原 油のホルムズ依

存度の高さ等に見られる通 り,依 然脆弱なエ

ネルギー供給構造を有する我が国に とって,

石油の安定供給 を確保することは,経 済の発

展及び国民生活の向上に とって極めて重要な
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課題である。 このため,緊 急時に備 えて石油

備蓄を着実に推進す るとともに,最 も安定的

な原油調達方式である原油 自主開発の推進 を

図る必要がある。

また,国 内石油需要の低迷が続 く中で,石

油精製設備過剰の深刻化等石油産業の経営基

盤の脆弱化が見られることに対応 して,石 油

製品高度化利用等の石油産業体質強化のため

の新技術開発を積極的に推進する。

更に,輸 入原油の重質化,B・C重 油需要

の減少等による石油製品需要の中軽質化に対

応 し,石 油製品全体の需給バ ランスを適正に

確保 しつつ中間留分の安定供給 を図る 目的

で,重 質油対策等 を講 じる必要がある。

以上のような観点から,技 術開発の面では

次の諸施策を実施することにしている。

1)石 油備蓄関連技術

(1)石油備蓄技術調査(190百 万円)

安全かつ経済的,効 率的な備蓄方式を確

立す るため,我 が国の地質,水 理等の条件

の下における岩盤地下備蓄システムの確立

を図るため,実 証プラントにおける継続調

査 を行 う。

また,石 油ガスについて も備蓄 コス トの

低減 を図るため,地 下備蓄方式等各種備蓄

方式について調査研究 を行 う。

2)石 油開発関連技術開発

(1)オイルシェール開発技術(1,640百 万円)

今後の有望なエネルギー源 として,そ の

開発の遂行が重要な課題 となっているオイ

ルシェールの開発技術(軽 留技術等)開 発

を推進する。

(2)小規模海洋油田開発技術(1,099百 万円)

最近発見されつつある海洋油田が中小規

模化 しつつあることに対応 し,経 済性の高

い中小規模油田開発システムの開発を推進

する。

(3)高温 ・腐食環境下生産技術(660百 万円)

高温かつ腐食性のガス(H2S,CO2,

CI2)の 多い油田において使用可能な生産

施設 を開発するため,高 温腐食環境に十分

対応可能なチュービング,シ ール技術及び

仕上げ流体の研究開発 を推進する。

(4)リアルタイム掘削制御技術(606百 万円)

坑井内で計測される各種データを掘削作

業 を行 いながら並行的に測定 し,デ ータに

基づ く掘削作業の即時制御 を可能 とする技

術の開発を推進する。

(5)二・三次回収技術(583百 万円)

油田か ら原油回収率 を飛躍的に向上させ

る二 ・三次回収技術 として熱攻法(加 熱に

より回収率 を高める技術)及 びケ ミカル攻

法(薬 剤注入により回収率を高める技術)

の確立を図るため,バ イロットプラン ト規

模での研究開発を行 う。

(6)石油資源遠隔探知技術研究開発

(6,350百 万円)

人工衛星による石油資源等の高度探査技

術を開発するため,衛 星搭載用の機器の製

作技術を開発するとともに,衛 星から得 ら

れる画像データを処理解析 し,石 油探査等

に応用するための技術 を確立する。

3)石 油精製関連技術

(1)石油産業体質強化技術開発(4,643百 万円)

石油産業が高付加価値化,高 能率産業へ

の脱皮を指向 しつつ,企 業の体質強化を図

るため,① 石油製品高度化利用技術開発(ナ

フサ利用燃料電池のための改質技術,分 解

軽油等のコジェネレーションシステムへの

活用技術等),② 未利用資源利用効率化技術
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開発(製 油所オフガス,精 製排熱の有効利

用技術),③ 石油製品高品質化技術開発(燃

料油の低窒素化技術開発,高 精度の反応制

御機構の開発等)を 推進する。

(2)重質油対策技術実用化開発(1,595百 万円)

中長期 的 な石油 製品需要 構 造 の変化

(灯 ・軽油等の中間留分の不足,重 油の過

剰)に 対処するため,重 質油を分解 して中

間留分石油製品を得るための技術開発を行

う。62年 度は残油の接触分解技術,残 油の

水素分解技術の実用化開発を行 う。

(3)石油精製設備高度化対応技術開発

(210百 万円)

石油精製設備の高度化(石 油精製二次設

備の導入)に 伴 って増大する分解系留分に

ついて,灯 ・軽油等の中間留分需要の用途

に供する等の有効利用を図るため,新 燃焼

技術の開発を推進す る。

(4)軽質留分新用途技術開発(2,370百 万円)

今後の中長期的なナフサの過剰傾向に対

処するとともに,安 定的なナフサの需要分

野の創出を図るため,民 生用石油製品への

変換技術,高 付加価値化学製品への変換技

術及びナフサ留分有効活用技術の開発 を行

う。

(5)新燃料油技術研究開発(920百 万円)

石炭,天 然ガスからの合成ガス,オ イル

サン ド・オイル シェール油,バ イオマスな

ど低廉,豊 富な資源から軽質燃料油,燃 料

アルコール等を製造する新燃料油の開発導

入のために必要な技術の研究開発を行 う。

(6)石油精製業長期保安 自動化システム開発

(84百万円)

石油精製プラントの長期連続運転 を可能

とする検査技術等の保安 システムの開発を

行 う。

4)石 油流通関連技術

(1)石油ガス供給事業安全管理技術開発

(336百万円)

地下バルク供給 システムの開発,集 中監

視 システムの開発等のLPガ ス安定供給,

流通合理化 に資す る技術の開発 を推進す

る。

(2)給油所高度化技術調査(100百 万円)

事業の多角化等揮発油販売業の経営基盤

の強化 を図るため,給 油所の高層化,タ ン

ク材質の変更等給油所施設の高度化に資す

る技術について調査,実 証試験を実施 し,

防災上の面も含めた総合評価 を行 う。

2.2エ ネルギー源多様化等関連技術開発

我が国は,主 要先進国の中でも一次エネル

ギーの石油依存度が最 も高い水準にあ り,石

油依存度の低減は我が国にとって極めて重要

な課題である。 しかしなが ら,最 近の石油価

格の下落によって,石 油代替エネルギーの開

発 ・導入の停滞が懸念され,こ れが顕在化す

る場合には,1990年 代に予想されている再度

の石油需給の逼迫 を早める恐れ もあるといわ

れている。従って,我 が国としては中 ・長期

的観点に立って,渥 青炭液化技術等の石油代

替エネルギー関連技術開発 を着実に推進する

必要がある。

また,電 力の安定供給の確保の観点か ら電

源多様化の推進 を図 り,各 電源の供給特性 を

十分考慮し,調 和の とれた電源構成 を目指す

ことも重要である。とりわけ,供給の安定性,

経済性等優れた特性 を有する原子力発電につ

いては,電 源多様化の中核 として,殊 にその

安全性の確保に万全を期 しつつ,信 頼性,経
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済1生の一層の向上 を目指 してその高度化を図

る。 また,原 子力発電の利用 を一層推進する

上で必要不可欠な核燃料サイクルの事業化を

着実かつ適切に推進する。

一方,我 が国のエネルギー制約を克服する

観点から,多 岐にわたる省エネルギー政策を

総合的に把え,着 実に推進 していく必要があ

る。

以上のような考 え方に基づ き,以 下のよう

な技術開発関連施策を実施する。

1)石 油代替エネルギー関連技術

(1)石炭液化技術開発(14,176百 万円)

パイロッ トプラン ト等の開発を推進する

ことにより,澄 青炭及び褐炭液化技術を確

立す るとともに,併 せてプラン ト機器 ・材

料等の開発を図る。

(2)石炭生産 ・利用技術振興(4,811百 万円)

石油代替エネルギーの柱である石炭の安

定確保及び利用拡大を積極的に推進するた

め,採 炭,掘 進,運 搬等の高度化,無 人化

等に関する石炭生産技術の研究開発及び短

期 ・中期に開発が期待でき,か つ,開 発効

果の大 きい石炭利用技術 の研究開発を行

う。

(3)石炭利用水素製造技術開発(1,422百 万円)

石炭 に酸素 を加 えて高温で反応 させるこ

とにより,石 炭から水素 を廉価かつ効率的

に製造する石炭利用水素製造技術の開発を

図る。

(4)汎用スター リング エ ンジン開発

(1,957百 万円)

民生用冷暖房機器用及び産業用小型動力

用 として,天 然ガス及びその他多種燃料の

使用が可能で熱効率の高いスター リング

エ ンジンシステムの開発を行 う。

(5)高性能分離膜複合 メタンガス製造装置開

発(1,605百 万円)

バイオテクノロジー と膜分離技術を応用

して,従 来のメタン発酵技術を飛躍的に発

展 させ,下 水,産 業廃水等の中の有機物を

効率的に分離することにより,メ タンガス

を製造することので きる装置を開発する。

(6)共通基盤型石油代替エネルギー技術開発

(921百 万円)

鉄鋼,亜 鉛等エネルギー多消費型業種に

おける燃料転換を促進するため,汎 用的か

つ革新的な石油代替エネルギー関係技術の

開発を促進する。

(7)燃料用アルコール技術開発(500百 万円)

バクテ リアを用いた高効率の燃料用アル

コール新製造プロセスを確立するため,新

発酵法の開発,発 酵能力の極めて高い菌の

検索 ・育種 を行 う。

(8)産業用等ソーラー システム実用化技術

開発(409百 万円)

産業分野等に用いる太陽熱利用システム

の早期実用化を図るため,空 気集熱方式に

よる乾燥工程への利用,厳 格な定温工程へ

の利用,長 期蓄熱システムの開発等の技術

開発を推進する。

2)電 源多様化関連技術

(1)軽水炉改良技術確証試験(2,888百 万円)

今後 とも長期にわた り原子力発電の中核

的役割を果たす軽水炉について,そ の改良

を図ることにより,信頼性,経 済1生の向上,

ウラン資源の節約,立 地効率の向上等を図

る。

(2)高度軽水炉技術開発等(3,779百 万円)

原子力発電所の長寿命化技術及び運転中

検査技術の開発,確 証,最 適運転サイクル
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の確立並びに新素材を用いたインスペ クシ

ョン フ リー設備の開発 ・確証 を行 う。

(3)実用原子力発電所ヒューマン ファクタ

ー関連技術開発(320百 万円)

原子力発電システム全体の中での人間の

係わりについて,総 合的に検討を行い,設

備の面での改善,運 転マニュアルへの反映

等 ヒューマン エラー防止策 を講ずること

により,原 子力発電のなお一層の信頼性向

上を図 る。

(4)実用原子力発電施設検査技術等確証

(541百 万円)

超音波等 を利用 した高度検査装置及びそ

の検査結果の評価のための装置を開発 し,

事故 ・故障の未然防止及び検査の効率的な

実施を図る。

(5)発電用新型炉技術確証(4,020百 万円)

プル トニウムの有効利用を可能 とする高

速増殖炉及び新型転換炉の実用化促進のた

め,合 理的な構造設計の確立のための確証

試験,主 要機器,設 備の技術確証試験,安

全性確証試験等を行 う。

(6)実用発電用原子炉廃炉設備確証

(700百 万円)

今後,昭 和70年 代には具体化する原子炉

の廃止措置に関して,安 全性,信 頼性の向

上の観点か ら,必 要な技術調査を行 うとと

もに,特 に重要な原子炉圧力容器切断技術,

コンクリー ト表層はく離技術について,そ

の確証試験 を実施する。

(7)実用原子力発電施設作業ロボット開発

(1,131百 万円)

原子力発電プラン ト機器,設 備等の点検,

保修等高度な作業を行うことができる専用

ロボッ トを開発し,事 故 ・故障の未然防止

を図るとともに,運 転中のプラン ト機器,

設備等の点検,保 修作業等の効率化を図る。

(8)海水揚水発電技術実証(90百 万円)

我が国の 自然条件に適 した海水揚水発電

技術について,パ イロットプラン トを建設

し,そ の試験運転 を行って実証する。

(9)地熱探査技術等検証調査(957百 万円)

深部地熱探査に有効な探査技術の確立を

目指 して,地 表から各種探査技術 を駆使し

て,深 部地熱賦存状況の推定を行 うととも

に,坑井調査によって推定結果 を検証する。

(10)熱水利用発電プラン ト等開発

(2,666百 万円)

地熱蒸気 とともに大量に賦存する未利用

熱水の有効利 用を図 るためのバ イナ リー

サイクル発電プ ラン トの開発を行 う。

また,膨 大な熱 を有する高温岩体 より熱

エネルギーを抽出して発電する高温岩体発

電システムの開発 を行 う。

(U>太陽光発電システム実用化開発

(6,475百 万円)

太陽電池を用いた太陽光発電システムの

早期実用化を図るため,太 陽電池の大幅 な

コス トダウンのための新製造技術の開発,

太陽光発電利用 システムの開発等を行 う。

(12)石炭低 カロリーガス化技術開発

(2,100百 万円)

石炭 を原料 としたクリーンな発電用低カ

ロリーガスを製造する技術の確立 を図ると

ともに,こ れ と連携する石炭ガス化複合サ

イクル発電技術 を開発する。

(13順流床石炭ガス化複合サ イクル発電プラ

ン ト開発(10,675百 万円)

熱効率の向上が期待され,負 荷応答性,

広範囲炭種適合性,大 容量化に優れている
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噴流床石炭ガス化複合サイクル発電プラン

トの開発を行 う。

(14)大型流動床ボイラー最適制御 システム開

発(90百 万円)

流動床ボイラーは,そ の特性上燃焼時間

が長 く熱伝達時間が長いことから,従 来の

システムでは安定運転の維持が困難である

ため,新 しい最適制御 システムの技術開発

を行う。

(15)高性能石炭火力技術開発(285百 万円)

石炭 火力発電所の石炭の使用量 を節減

し,エ ネルギーの有効利用の観点から,プ

ラン トの蒸気条件 を従来より一層高温高圧

化 し,プ ラン ト熱効率の飛躍的向上を図る

ため,高 温材料の確証,超 高温 タービン等

の実証試験を行 う。

⑯石油 火力発電所メタノール転換等実証試

験(292百 万円)

火力発電所における脱石油の推進の観点

か ら,既 設石油火力の メタノール転換を推

進するため,メ タノール供給に関する諸問

題の検討,環 境安全性に関する実証試験,

メタノール改質の要素研究等を行 う。

(17)石炭火力発電所運用特性改善等実証試験

(200百万円)

石炭火力の負荷追従性,起 動特性,燃 焼

安定性等の向上のため,微 粉炭貯蔵燃焼シ

ステム技術及び石炭直接着火バーナーの技

術の確立を図るとともに,石 炭火力の所内

動力の低減,通 風機器の コンパ クト化に資

する高性能空気予熱器に関する技術開発を

行 う。

㈹石炭火力発電用大型流動床ボイラー導入

可能性調査(130百 万円)

未利用低品位炭を利用できるなど,経 済

性に優れ,か つ,炉 内脱硫が可能でNOx抑

制効果がある流動床ボイラーの大型化を調

査 し,発 電用大型流動床ボイラーの早期実

現 を図る。

(19)石炭火力発電所乾式脱硫等技術実証試験

(445百万円)

大気保全の観点か ら,ば い煙中の硫黄酸

化物,窒 素酸化物等を除去することが大 き

な課題 となっているため,脱 硫効率の向上,

排煙処理設備のコンパ クト化,脱 硫性能の

長期安定,脱 硫用水が不要等の利点を有す

る乾式同時脱硫技術を確立する。

3)核 燃料サイクル事業化関連技術

(1)ウラン濃縮遠心分離機製造技術確立

(240百万円)

商業用ウラン濃縮工場に用いる遠心分離

機 を円滑に供給するため,従 来型遠心分離

機に係る高信頼化,高 自動化等の技術の確

立 を図るとともに,新 素材 を用いた遠心分

離機に係る要素技術開発等を行 う。

(2)化学法ウラン濃縮技術確立(667百 万円)

従来法に比べて最小採算規模が小さく,

核不拡散上原理的に優れている化学法ウラ

ン濃縮技術の確立を図るため,技 術開発を

行 う。

(3源 子レーザー法ウラン濃縮技術 システム

開発調査(4,289百 万円)

ウラン濃縮役務コス トを飛躍的に低減 し

得るもの と期待 されている原子 レーザー法

濃縮技術の確立を図るため,実 験機 を製作

す るために必要なレーザー装置,分 離セル

装置等の機器開発を行 う。

(4)海外再処理返還固化体受 入システムの開

発調査(524百 万円)

1990年 以降我が国に返還が予定されてい
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る放射性廃棄物の受入 ・貯蔵 システム開発

調査等を実施する。

(5)劣化ウラン等回収貯蔵 システム最適化技

術確証調査(92百 万円)

ウラン濃縮に伴って発生する劣化ウラン

の貯蔵技術の確立のため,劣 化 ウランの再

転換技術の確証試験等を行 う。

⑥放射性廃棄物処分高度化システム確証

(246百 万円)

比較的放射線レベルの高い放射性廃棄物

を処分で きるよう,放 射性物質の地下水移

行 を抑える止水,集 水 システムを設置 した

高度処分システムの開発を行 う。

(7)原子力発電所使用済燃料貯蔵技術確証

(252百 万円)

今後の使用済燃料の再処理需給上,原 子

力発電所の使用済燃料貯蔵余裕度が逼迫す

ることが予想されている。このため,高密度

貯蔵,乾 式貯蔵等貯蔵方式の多様化 を図 り,

我が国全体における使用済燃料の適切な貯

蔵管理対策 を講ずる必要があ り,こ れ ら技

術の導入に必要な所要の確証試験を行 う。

(8)フ。ルサーマル用MOX燃 料技術確証調査

(123百 万円)

商業用再処理工場の運用等にあわせ,プ

ルサーマル用MOX燃 料(酸 化物形態のウ

ランとプル トニウムで構成される燃料)製

造に必要な加工,検 査技術等に係る確証試

験等を行 う。

4)省 エネルギー関連技術開発

(1)高効率ガスタービン研究開発(703百 万円)

LNGを 主たる燃料 とする複合発電(ガ

ス タービンと蒸気 タービンの組み合せ)

に用いられる高効率のガス タービンを開

発す ることにより,総 合熱効率の飛躍的向

上 を 図 る。

(2)新型 電 池 電 力 貯 蔵 シ ス テ ム 開 発

(2,128百 万 円)

大 容 量 の 新 型 電 池 に よ りオ フ ピー ク時

の 電 力 を貯 蔵 し,ピ ー ク時 に放 出 す る い わ

ゆ る 電 力 負荷 平 準 化(ロ ー ドレベ リン グ)

機 能 を持 つ 電 力 貯 蔵 シ ス テ ム を開 発 す る。

(3)燃料 電 池 発 電 技 術 開 発(3,197百 万 円)

LNGを 原料 とす る分 散 型 発電 シ ス テ ム

と して,リ ン酸 型 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム,

溶 融 炭 酸 塩 型 燃 料 電 池 発 電 シ ス テ ム に つ

き,研 究 開 発 を行 う。

(4)スー パ ー ヒー トポ ン プ ・エ ネ ル ギー 集 積

シ ス テ ム 開 発(2,034百 万 円)

従 来 の 蓄 熱 式 ヒー トポ ンプ に 比 べ 効 率,

出 力 温 度,蓄 熱 密 度,規 模 に お い て 画 期 的

な性 能 を もつ 「スー パ ー ヒー トポ ン プ ・エ

ネ ル ギー 集 積 シ ス テ ム 」 を開 発 す る。

2.3鉱 物資源等関連技術開発

レアメタルは,先 端産業の発展にとって欠

くことので きない資源であり,今 後の新素材

分野の技術革新 に応 じて,そ の需要は飛躍的

に増大するものと予想されているが,埋 蔵が

少数の国に偏在 してお り,供 給が国際政治情

勢に左右され易いなど,そ の供給構造は極め

て脆弱な状態である。このため,レ アメタル

備蓄の推進,内 外の探鉱開発の推進等の総合

的対策 を行ってい く必要がある。

また,我 が国産業及び国民生活に不可欠の

基礎素材である非鉄金属資源の安定供給の確

保は,こ の 多くを海外に依存する我が国にと

って,極 めて重要 な課題である。 このため,

探鉱開発,生 産の合理化等を進めることが重

要である。
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さらに,マ ンガン団塊,海 底熱水鉱床等深

海底鉱物資源開発をは じめ とす る海洋開発に

関する技術の研究開発を推進す ることも重要

である。

以上のような観点から,次 のような技術関

連施策を進めることとしている。

1)レ アメタル関連技術

(1)レア メタル浮遊微量金属探査技術

(12百万円)

国内の レアメタル資源の賦存状況を明ら

かにするとともに,レ ア メタル資源の探査

技術 として,空 中に浮遊 している微量金属

の検出に より探査 を行 う技術の開発 を行

う。

(2)未利用 レアメタル有効活用研究協力

(118百万円)

タイの錫選鉱廃砂に含 まれる未利用レア

メタル(ニ オブ,タ ンタル等)の 有効活用

のための回収技術開発をタイ国工業省 と協

力 して現地で実施する。

(3)レアメタル高度分離 ・精製技術開発

(33百万円)

鉱石等からレアメタルを効率的に分離 ・

回収するとともに,そ の高品質化を図る技

術開発を実施する。

2)非 鉄金属資源関連技術

(1)鉱物資源探査技術の開発調査(50百 万円)

効率的な資源探査の促進 により,資 源の

安定確保を図るため,資 源衛星による探査

技術の開発,新探査技術(深 部電気探査法)

の開発,資 源データ処理 によるエキスバー

トシステムの開発の調査 を行 う。

(2)溶融還元亜鉛製練技術開発(90百 万円)

将来のエネルギー コス トの上昇等に対

処するため,代 替エ ネルギーの導入促進に

資す る製練関連新技術(溶 融還元亜鉛製練

技術)の 研究開発を行 う。

3)海 洋開発関連技術

(1)新海底鉱物資源の新探査技術の開発調査

(17百万円)

コバル ト・リッチ ・クラス ト鉱床のより

詳細な調査の実施 に必要不可欠なサンプ リ

ング装置の開発を行 う。

②マ ンガン団塊探鉱システムの研究開発

(819百万円)

ニッケル,コ バル ト,銅,マ ンガン等の

有用金属を含むマンガン団塊の採鉱システ

ムを,工 業技術院の大型プロジェクト制度

により開発する。

(3)海水ウラン回収システム技術確証調査

(637百万円)

海外に全面的に依存 しているウラン資源

について,ナ ショナル ・セキュリティの確

保及び資源国に対す るバーゲニング パワ

ーの形成等の観点か ら,海 水中のウラン(低

濃度だが,溶 存量は約40億 トン)を 回収す

るシステム技術の確立を図るため,モ デル

プラン トの建設 ・運転 を行 う。

(4)海洋石油開発高能率掘進技術開発調査

(332百 万円)

海洋石油開発対象海域の深部化,極 地化

に伴 う海洋石油掘削環境の悪化及び熟練掘

削技術者の不足並びに海洋石油掘削装置の

安全対策の確立が急務 となっている状況に

対応するため,高 効率でより安全な次世代

における自動化 リグの製作技術 を開発す

る。

(5)海洋石油生産プラッ トホーム開発調査

(40百万円)

近年,海 洋石油開発の対象海域は深部化
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し,かつ油田規模 も小規模化が進んでいる。

このため,500m以 上の大水深において,経

済的に最 も望 ましく,か つ,開 発終了時に

は移動 も可能で,さ らに操業時の安全性の

高い 「テンション ・レグ方式海洋石油生産

プラッ トホーム」を開発する。

(6)海底石油生産支援システム研究開発

(943百 万円)

海底石油生産の 自動化,効 率化のため,

海底石油生産 システム及び付帯施設等にお

いて保守 ・点検修理等の作業 に対する支援

システムの研究開発 を行 う。(やすい まさ

や 前通商産業省資源エネルギー庁長官々

房総務課 現 同省大臣官房秘書課付)
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図1 昭和62年 度資源エネルギー政策の体系

総合的な資源エネルギー政策の推進

石油政策の推進

エネルギー源の多様化

と省エネルギーの推進

石油産業対策の推進一 一E購 灘 継
設轍 化の推進一

揮発油樋 販売業対策の強化一[雛1雷 麟 欝 麟 灘 雛

石油開発政策の雛}[薯;朧 禦 顯 葬罐
の一層の雛

石油 ・LPG備 蓄の推進陶一 モ購 灘 緬
一 一一 一

原子力発電安全確保対策の充実蜘 　 　1 安 全 解 析 コー ド改 良 等 委 託 費(28→32),実

難 徽 欝 一E
)

中長期的視点に立った核燃料一一一一一一一
サイクル事業化の推進等

電源多様化の推進一 一 「灘 響

地熱等耀 鷲鷺
電源立地の推進 電源地域の振興 電源立地促進対策

成支援補助金(4
電源立地に対する国民的理解と協力の増進

糠 鱗 の推進一 一 一[

第8次 石炭政策の推進 合理化安全対策の推進

安全性確保及び環境保全に係る
地元理解の増進

地方都市ガス事業天然ガス化の促進

ガス保安対策等の推進

麟 篁識 ぎ諜 導入「 灘 難 歪旛 の開発導入

購 賛義総 難省工一 「萎晦 季礪 懸 諜 灘
過剰貯炭対策の創設 新エネルギー総合
生産規模縮小円滑化対策の創設 石炭鉱

ルギー
保安対策の拡充
閉山対策の拡充

鉱害対策の推進 鉱害復旧
産炭地域振興対策の推進 産炭地域
海外炭安定供給の推進 海外炭探

資源の安定供給の確イ
購 蝶 莚安定化●内外一E騰 箋闘鎌 嚢化 藍購 灘
レアメタル総舗 策の雛 一一τ 誘 貌 纏撫 緊 霧

術開発の雛

深海底鉱物資源の賦存状況調査等(8→8),

)

深海底鉱物資源探鉱開発の推進

国際資源エネルギー政策の展開

そ の 他一一[蟻 灘 誘 離 等
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(単位:億 円)

石油精製合理化対策事業費等補助金(50→81)
石油産業設備高度化融資利子補給金(9→9)
軽質留分新用途技術開発(24→24),重 質油対策技術開発(50→18),新 燃料油研究開発(24→15)

石油製品販売業構造改善対策事業費補助金(0→15)
揮発油品質確保対策費補助金(0→10)
探鉱等投融資事業出資金(900→600),国 内石油 ・天然ガス基礎調査委託費(91→93)
石油開発技術研究開発等(88→121)

国家備蓄増強対策(2156→1680)
民間石油備蓄助成(482→243)
LPG備 蓄助成(50→41)

用原子力発電所 ヒューマ ン ・ファクター関連技術開発(0→3)
立地の円滑化 核燃料サイクル関係広報対策等委託費(2→2),広 報,安 全等対策交付金(う ち核燃料

サ イクル関係)(0.3→0.3)
技術開発の推進 ウラン濃縮遠心分離機製造技術確立費補助金(5→2),使 用済核燃料再処理事業推進費

補助金(1→3)
建設資金の確保一一一開銀等の融資制度の充実
原子 レーザー法ウラン濃縮技術システム開発調査費補助金(0→43),原 子力発電所使用済燃料貯蔵技術確証試
験委託費(0→3),プ ルサーマル用MOX燃 料技術確証調査委託費(0→1),放 射性廃棄物処分高度化 システ
ム確証試験(0→2)
確証試験委託費(0→40),実 用発電用原子炉廃炉設備確証試験等委託費(3.6→7.0),安 全解析 コー ド改良等委

力(121→118),水 力(68→65),地 熱(96→98)

交 付 金(602→621),電 源 立 地 特 別 交 付 金(129→134),水 力 発 電 施 設 周 辺 地 域 交 付 金(39→39),電 源 地 域 産 業 育
→4)

電 源 立 地 推 進 広 報 対 策 等 委 託 費(9→10),広 報 ・安 全 等 対 策 交 付 金(9→9),原 子 力広 報 研 修 施 設 整 備 費

補 助 金(4→4)

原子 力 発 電 施 設 信 頼 性 実 証 試 験 等 委 託 費(88→95)環 境 審 査 等 調 査 委 託 費(7→9),大 規 模 発電 所 取 放 水 影 響 調

査 委 託 費(3→4),水 力 発 電 環 境 保 安 技術 調 査 委 託 費(2→4)

地 方 都 市 ガ ス事 業 天 然 ガ ス化 促 進 対 策 費補 助 金(6.0→5.3),地 方 都 市 ガ ス 事 業 天 然 ガ ス化 促 進 対 策 調 査 委 託 費

(3.2→3.7)
液 化 天 然 ガ ス 貯 槽 管 理 シ ス テ ム(0.4→O.4),簡 易 ガ ス 事 業 埋 設 ガ ス導 管 安 全 管 理 技 術 開 発(1.4→1.3)

開 銀 貸 付(48→35),ソ ー ラー シ ス テ ム 普 及促 進(57→34),ロ ー カ ル エ ネ ル ギー 対 策(19→25)

エネルギー使用合理化 ・省エネルギー投資の推進

石炭液化技術開発(202→142),太 陽光発電技術開発(70→78)
共通基盤型石油代替エネルギー技術開発(40→9)
燃料電池発電技術開発(32→34),ス ーパーヒー トポンプエネルギー集積 システム(13→23)

開発機構出資金(0→2),新 エネルギー総合開発機構需給安定化融資利子補給金(0→30)
業安定補給交付金(う ち減産加算分)(o→37),炭 鉱整理促進費補助金(う ち規模縮小交付金)(o→9),新 エネ
総合開発機構補給金(0→5)
鉱 山保安確保事業費補助金(う ち新規拡充分)(0→21)
炭鉱整理促進費補助金(5→75)
事業資金補助金(514→504)
振興臨時交付金(37→39)
鉱融資 ・開発債務保証(20→10),海 外炭開発可能性調査費等補助金(23→19)

定対策(3.5→6.8),金 属鉱業経営安定化融資(125→125)
構造調査(14→12),中 小鉱山等合理化指導(13→13),国 内探鉱融資(26→22)
礎的調査(3.4→3.3),資 源開発協力基礎調査(27→26),海 外探鉱出融資(12→9)

レ ア メ タル 鉱 物 資 源 の 国 内 賦 存 状 況 等 調 査(1.1→1.9),レ ア メ タ ル 海 外 探 鉱 融 資(12の 内数 →9の 内数),レ ア

メ タ ル総 合 開 発 調 査(0→3.0),未 利 用 レア メ タ ル 有 効 活 用 研 究 協 力(1.3→1.2),レ ア メ タル 高 度 分 離 ・精 製 技

術 開 発(0.3→0.3)
マ ン ガ ン団 塊 採 鉱 シ ス テ ム(10→8)

39



図2昭 和62年 度エ ネルギー関係特別会計予算の概要
石 油 税

石 油4.7%

LPG、LNG

＼_然 ガスを含む)

(原 ㌔離 税 )(一 般 会 計)

税 収 税 収1,227(1,269) 税 収204(131)

1,023(1,138) 石 特 繰 入3,250

剰余金等

80(97)

〈石炭並びに石油及び石油代替エネルギー
対策特別会計〉

剰余金等261

、r w

借 入 金

250(O)
、ノ

(石 油及び石油代替エネル橘 定)

(石 炭 勘 定)
合 計3,715(4,844)△23.3%

人
!

(石 油 対 策) (石油代替エネ

1.合 理 化 安 定 対 策480(375) 1.開 発999(1,263)

!

1.供 給確保対策

炭鉱整理促進費補助金75(5) 探鉱等投融資600(900) 海外炭探鉱融資、開発

坑内骨格構造整備拡充事業112(128) 石油開発技術研究開発等121(88) 債務保証

費補助金 国 内石 油 ・天 然 ガス基礎131(128) 海外地質構造調査等

石炭鉱業安定補給交付金95(85) 調査等

鉱山保安確保事業費補助金106(93) 2.導 入促進対策

新エネ機構需給安定化貸付30(0) 2.イ 庸 蓄2,060(2,785) 開銀貸付金

利子補給金 国 家 備 蓄 増 強 対 策(注)1,680(2,156) 中小企業導入促進

民間石油備蓄助成243(482) ソー ラー シ ス テ ム 普 及

2.鉱 害 対 策565(577) LPG備 蓄助成41(50) ロ ー カ ル ・エ ネ ル ギ ー

鉱害復旧事業資金補助金504(514) 地方都市ガス事業天然

3.産 業 体 制 整 備 等197(185)

3.産 炭地域振興対策78(80) 石油精製合理化対策等81(50) 3.技 術 開 発

産炭地域振興臨時交付金39(37) 重質油対策技術開発18(50) 石炭液化技術

軽質留分新用途技術開発24(24) 共通基盤型代エネ技術
4.労 働 省 分195(175) 新燃料油研究開発15(24) 石炭生産 ・利用技術

石油製品販売業構造改善15(0)

5.そ の 他34(29) 対策 4.そ の 他

揮発油品質確保対策10(0)

4.そ の 他37(37)

9.5% △22.9%

合 計1,353(1,235)

、

合 計3,293(4,269) 合 計
v

△16.6%

(注)石 油公団の備蓄事業の一部につ き640億 円の

政府保証借入れが認め られている。

石 特 合 計 5,068(6,079)

う

,

特 会 合 計
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44(52)
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補助金

6.原 子力発電安全対策等

交付金

7.そ の 他

134(129)

84(77)

50(53)

39(39)

208(185)

13(12)

34(31)

18(18)

合 計

2.0%

1,724(1,691) 合 計

4.9%

!,067(1,017)

電源特会合計

3.1%

2,792(2,708)

△10.6%

7,859(8,787)
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研究所の うごき
(昭和62年4月1日 ～6月30日)

◇ 理 事 会 開 催

第25回 理 事会

日 時:6月19日 團12:00～13:30

場 所:経 団連会 館(9F)906号 室

議 題:

(1)昭 和61年 度 事 業 報 告 書 及 び 収 支 決 算 書

(案)に つ いて

(2)監 事 の一部 改選 につ いて

◇ 月例研究会開催

第42回 月例 研 究会

日 時:4月24日(i薗14:00～16:15

場 所:幸 ビル(13F)1301会 議 室

議 題:

(1)国 連環 境特 別委 をめ ぐる話題 く 開発 と環

境 の調和 〉

(環境庁 長 官々房 審議 官 坂倉 省 吾 氏)

(2)西 ドイ ツ ・スウ ェーデ ン にみ るエ ネル ギ

ー供 給 に関 す るア セス メ ン ト

(エネ ル ギー技術 情報 セ ンター長 大塚 益

比古)

第43回 月例 研 究会

日 時:5月29日(金)14:00～16:00

場 所:幸 ビル(13F)1303会 議 室

議 題:

(1)熱 供給 事業 の現 状 と将 来展望

(資源 エネ ル ギー庁 公益事 業部 計 画課 高

山和 夫 氏)

(2)100kW級 風 力発 電 シス テム導 入 の展望

(プロジ ェ ク ト試験研 究 部主 任研 究 員 鈴

木正 博)

第44回 月例 研 究会

日 時:6月26日 働14:00～16:00

場 所:日 本電機 工業 会 ホー ル

議 題:

(1)ハ イテ ク と新産 業

(通産 省大 臣官 房企 画室 湯 本 登 氏)

(2)オ ンサ イ ト用 燃料 電池 の開 発状 況 と初期

導入(プ ロジェクト試験研究部主任研究貝

里見知英)

◇ 研 究 所 の うご き

4月14日 ㈹ 第1回 「電 気 自動車 に 関す る懇談

会」 開催

15日 ㈱ 「中小 型軽水 炉検 討 」第1回 委 員会

開催

21日 ㈹ 第2回 「EDB懇 談 会 」開催

24日 ㊥ 第42回 月例 研 究会 開催

27日(月)「 地 熱 新探 査 技 術 に 関 す る調査 検

討」 第3回 委 員 会開催

5月8日 團 「中小 型軽水 炉検 討 」第2回 委員会

開催

13日 ㈱ 第1回 「原子 力安全 に関す る懇談

会」 開催

14日 ㈱ 「環=境評価 コー ド検 討」第4回 委 員

会 開催

19日 ㈹ 「地 熱 新探 査 技 術 に関 す る調 査検

討 」第4回 委 員 会

20日 ㈱ 「中小 型軽水 炉検 討 」第3回 委 員 会

開催

26日 ㈹ 「エ ネ ル ギ ー フ ロ ンテ ィア計 画 調

査 」"地域 コ ミュニ テ ィ懇 談会"及 び
"市町村 会"開 催

27日 ㈱ 「原子 力プ ラン運 転 の信 頼性 に 関す

る研 究 会」 開催(第53回)

「電源 計画 手法検 討 」第1回 委員 会

開催

29日 ㈹ 第43回 月例 研 究会 開催

6月16日 ㈹ 第3回 「EDB懇 談 会 」開 催

17日 ㈱ 第2回 「原子 力安全 に関す る懇談

会」 開催

19日 働 第25回 理事 会 開催

24日 ㈹ 「環 境 評価 コー ド検 討」第5回 委 員

会 開催

25日 ㈱ 「負荷 集 中制 御 システ ム検 討 」第3

回委 員 会開催

26日 ㈹ 第44回 月例研 究会 開催

「FBR安 全設 計検 討」第1回 委 員

会 開催

一42一

つ

,



,

◇ 人事異動

04月1日 付

プ ロジェ ク ト

試験 研 究部長

兼企画部長 井上市郎

(採 用)黒 沢厚志

(採 用)

研究員

研究員

待木裕子

谷口武俊

加藤俊明

05月1日 付

研究 貝,プ ロ

ジェ ク ト試験

研 究部兼 企画

部配 属 蓮 池 宏

06月1日 付

(採 用)福 田 勇三

06月16日 付

(採 用)山 崎宗 重

退職(出 向解 除)

研究 員 に任命,プ ロ

ジェ ク ト試験 研究 部

配属

研究 員 に任命,プ ロ

ジェ ク ト試験 研究 部

配属

主任 研究 員 に任命

主任 研 究員 に任命

研 究 員,企 画 部兼 プ

ロジェ ク ト試 験研 究

部 配属

主任 研究 貝 に任命,

プ ロジ ェ ク ト試験 部

配属

副主 席研 究員,プ ロ

ジェ ク ト試験研 究 部

長 兼 企画部 長 に任 命

06月30日

主管研究員 原谷裕三

主任研究員 谷村康夫

主任研究員 里見知英

◇ そ の 他

退職(出 向解 除)

退 職(出 向解 除)

退 職(出 向解 除)

外 国 出張

(1)野 口俊 郎主任 研 究員 は,「諸外 国 にお け る負

荷 平準 化対 策 及び 負荷制 御 システム の現 状 と

今 後 の動 向 につ い ての調 査」 の ため,4月5

日か ら同 月30日 の 間,米,英,西 独 及び仏 国

に出張 した。

(2)高 倉 毅 主管研 究員 と橋 詰正 三 主任研 究 貝 と

は,「諸 外 国 にお ける電気 自動 車 の開発 普 及 に

関す る調査 」の た め,5月23日 か ら6月11日

の間,仏,伊,西 独,英,米 の諸 国 に出 張 し

た。

〈3)加 藤 俊 明主 任研究 員 は,「IAEA主 催 の ヒ

ューマ ン ・フ ァ クター に関す る専 門家 会議 へ

の出席 並 び にフ ランス の原 子力事 情調 査 」の

ため,5月23日 か ら6月5日 の 間,デ ンマー

ク及 び フラ ンスに 出張 した。

(4)岡 村 丈一 主管 研究 員 は,「ガス ター ビン技 術

の開発 動 向及 び米 国 にお けるガ ス ター ビン ・

コジェネ レー シ ョンの実 施状 況調 査 」の ため,

5月31日 か ら6月14日 の間,米 国 に出 張 した。

〔) 季報エネルギー総合工学 第10巻 第2号

昭 和62年7月20日 発行

編集発行

財団法人

〒lO5
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